
広報しもにた3月号（第743号）  発行/下仁田町役場　〒370-2601 大字下仁田682
☎0274-82-2111 編集/町長公室　印刷/荒瀬印刷（株）  毎月１回１日発行

町ホームページ http://www.town.shimonita.lg.jp/
町携帯サイト http://www.town.shimonita.lg.jp/mobile/

月
3

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

3
月
24
日（
土
）・3
月
25
日（
日
）

９
日（
金
）・19
日（
月
）・29
日（
木
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
な
ど
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
火
）・20
日（
金
）・２6
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
４
月
２
日（
月
）で
す
。

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

1月届出分〈敬称略・順不同〉

人口
　男
　女
世帯

（　16）
（　 7）
（　 9）
（　 6）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,597人
3,761人
3,836人
3,324世帯

転入  5人/  出生 1人
転出  13人/  死亡 9人

（2月1日現在）

（1月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

市 川　祐　広　
黛　　 けさよ
市 川　マ　 ス
今 井　龍次郎
長 岡　賢　二
今 井　スエ子
佐 藤　ス　 エ

（祐　純）
（欣　司）
（遠田文子）
（洋　紀）
（正　美）
（安　弘）
（和　寛）

城　西
西野牧
大桑原
川　井
中小坂
栗　山
旭　町

地　区
ご出産おめでとうございます

牧 野　来 飛　（竜貴・静香）  蒔　田

（保護者）出　生　児

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
富 澤　忠 大　　（富岡市）
並 木　千 夏　　（西野牧）｛

らいと

早春の訪れを告げる福寿草と紅梅の花をおたのしみく
ださい。
●開催日　平成３０年２月18日から３月25日まで
　　　　　午前９時～午後４時
●協力費　大人300円　小学生100円
　　　　　小学生未満無料
●駐車場　有り（無料）
●問い合わせ　下仁田町観光協会　☎0274-67-7500

虻田福寿草の里（中小坂）虻田福寿草の里（中小坂）

地方創生関連の新施設が誕生します・・・・・・・・・・P4～P5
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12～P17
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P24～P27

地方創生関連の新施設が誕生します・・・・・・・・・・P4～P5
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12～P17
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P24～P27下仁田町下仁田町

広
報しもにた
２０１８年

2 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

雅な時代を現代に伝える
ひな人形展

い ま

２０１８年

3
No743

月

Shimonita Pride in

受け継がれる文化と思い出

歴史館で開催中の「ひな人形展」
『世界遺産 荒船風穴』を持つ下仁田町。
養蚕業など多様な産業により大きく栄え
た大正期のひな人形をはじめ、当地に残る
逸品を展示中。（３月４日まで）
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報しもにた

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
上
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

国
保
係
　
☎
64―

８
８
０
１
、
住

民
税
務
課
　
住
民
係
　
☎
82―

２

１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

印かん、転出証明書、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、社会保険離脱証明書、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、（マイナンバーカード）

印かん、国民健康保険証、

加入した職場の健康保険証、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書等

印かん、本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

　
費
用
負
担
を
次
の
と
お
り
軽
減

し
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替
え
を
促

進
し
ま
す
。

　
尚
、
平
成
30
年
度
の
申
請
の
開
始

は
平
成
30
年
4
月
2
日
で
す
。
早
め

の
計
画
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
１
　
分
担
金
軽
減
を
継
続
!!

　
平
成
33
年
3
月
（
平
成
32
年
度
）

ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
浄
化
槽

を
設
置
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

〜
平
成
30
年
度
も
浄
化
槽
設
置
分
担
金
の
軽
減
が
継
続
さ
れ
ま
す
〜

●
２
　
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
に
入
替
え
、
30
年
度
内
に
使

用
開
始
す
る
場
合
、
左
表
の
額
を
助

成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独
浄

化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
エ
コ
補
助
金

は
31
年
度
以
降
の
継
続
は
未
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　

●
３
　
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、
使

用
し
な
い
単
独
浄
化
槽
は
撤
去
し
ま

す
。

　
単
独
槽
、
必
要
で
あ
れ
ば
町
が
撤

去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費
10
万

円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
4
　
合
併
浄
化
槽
の
必
要
性

　
下
仁
田
町
は
水
源
の
町
で
あ
る
た

め
、
清
浄
な
水
を
下
流
へ
流
す
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
質
汚
濁
の
要
因
は
、
単

独
浄
化
槽
ま
た
は
汲
取
り
の
ご
家
庭

か
ら
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
て
い
る
台

所
、
風
呂
等
か
ら
の
生
活
排
水
が
多

く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
川

や
水
路
を
汚
し
た
り
匂
い
を
発
生
さ

せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
質
汚

濁
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
が
合
併

浄
化
槽
で
す
。

●
5
　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
計
画
と

町
の
現
状

　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

（
生
活
排
水
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
る
区
域
の
割
合
）
は
、
平
成
28

年
度
で
79
・
3
％
で
全
国
第
37
位
で

あ
り
、
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
の
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
は
、
平
成
28
年
度
で
33
・
1
％
で

あ
り
、
水
源
の
町
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
群
馬
県
で
最
下
位
を
推
移
し
て

い
ま
す
。
県
の
平
均
値
に
近
づ
け
る

に
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
汚
水
処
理
人
口
向
上
の
た
め
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
建
設
ガ
ス
水
道

課
　
管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８

８
０
７
（
直
通
）

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

250,000円→１５０,０００円

350,000円→２１０,０００円

500,000円→３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

人槽区分

５人槽

７人槽

60,000円

70,000円

80,000円

エコ補助金（予定）

10人槽

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！

講
演
会
の
お
知
ら
せ

『
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

下
仁
田
町
を
め
ざ
し
て
』

　
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
病
気

で
す
。

　
病
気
に
つ
い
て…

対
応
方
法
に

つ
い
て…

身
近
な
先
生
に
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
支
え
る
側
も
支
え
ら
れ
る
側
も

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
30
年
３
月
15
日

（
木
）
14
時
〜
15
時
40
分
（
受
付

13
時
30
分
〜
）

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
講
師

１
．
下
仁
田
町
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
大
澤
歩
　
先
生

２
．
下
仁
田
町
の
認
知
症
認
定
看
護
師

下
仁
田
厚
生
病
院
　
矢
野
孝
之
　
様

●
対
象
　
年
齢
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

も
兼
ね
て
い
ま
す
♡

※

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
済
み
の
方
は
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
持
っ
て
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
☎
64―

８
８
０
４

行政情報行政情報
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国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
入
や
転
出
、
退
職
・
就
職
な
ど
に

よ
る
国
保
の
加
入
・
離
脱
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
等
で
保
険
証
の
再
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関
が

発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
上
記
の
も
の
以
外

に
、
在
留
カ
ー
ド
、
加
入
時
に
は

パ
ス
ポ
ー
ト
を
併
せ
て
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
　

国
保
係
　
☎
64―

８
８
０
１
、
住

民
税
務
課
　
住
民
係
　
☎
82―

２

１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

印かん、転出証明書、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、社会保険離脱証明書、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、（マイナンバーカード）

印かん、国民健康保険証、

加入した職場の健康保険証、年金手帳

印かん、保険証

印かん、保険証、

（年金手帳、マイナンバーカードもしくは通知カード）

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証

印かん、保険証、在学証明書等

印かん、本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

　
費
用
負
担
を
次
の
と
お
り
軽
減

し
、
単
独
槽
等
か
ら
の
入
替
え
を
促

進
し
ま
す
。

　
尚
、
平
成
30
年
度
の
申
請
の
開
始

は
平
成
30
年
4
月
2
日
で
す
。
早
め

の
計
画
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
１
　
分
担
金
軽
減
を
継
続
!!

　
平
成
33
年
3
月
（
平
成
32
年
度
）

ま
で
次
の
と
お
り
軽
減
し
、
浄
化
槽

を
設
置
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

〜
平
成
30
年
度
も
浄
化
槽
設
置
分
担
金
の
軽
減
が
継
続
さ
れ
ま
す
〜

●
２
　
エ
コ
補
助
金
を
継
続
！ 

単
独
浄
化
槽
、
汲
取
り
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
に
入
替
え
、
30
年
度
内
に
使

用
開
始
す
る
場
合
、
左
表
の
額
を
助

成
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
撤
去
前
後
の
単
独
浄

化
槽
・
汲
取
り
漕
の
写
真
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
エ
コ
補
助
金

は
31
年
度
以
降
の
継
続
は
未
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
　
　

●
３
　
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、
使

用
し
な
い
単
独
浄
化
槽
は
撤
去
し
ま

す
。

　
単
独
槽
、
必
要
で
あ
れ
ば
町
が
撤

去
し
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
費
10
万

円
を
超
え
た
分
は
個
人
負
担
で
す
。

●
4
　
合
併
浄
化
槽
の
必
要
性

　
下
仁
田
町
は
水
源
の
町
で
あ
る
た

め
、
清
浄
な
水
を
下
流
へ
流
す
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
水
質
汚
濁
の
要
因
は
、
単

独
浄
化
槽
ま
た
は
汲
取
り
の
ご
家
庭

か
ら
そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
て
い
る
台

所
、
風
呂
等
か
ら
の
生
活
排
水
が
多

く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
川

や
水
路
を
汚
し
た
り
匂
い
を
発
生
さ

せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
質
汚

濁
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
が
合
併

浄
化
槽
で
す
。

●
5
　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
計
画
と

町
の
現
状

　
群
馬
県
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

（
生
活
排
水
処
理
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
る
区
域
の
割
合
）
は
、
平
成
28

年
度
で
79
・
3
％
で
全
国
第
37
位
で

あ
り
、
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
仁
田
町
の
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
は
、
平
成
28
年
度
で
33
・
1
％
で

あ
り
、
水
源
の
町
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
群
馬
県
で
最
下
位
を
推
移
し
て

い
ま
す
。
県
の
平
均
値
に
近
づ
け
る

に
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
汚
水
処
理
人
口
向
上
の
た
め
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
　
建
設
ガ
ス
水
道

課
　
管
理
係
・
建
設
係
　
☎
64
―
８

８
０
７
（
直
通
）

浄化槽 水路など

町設置
管理

※駐車場仕様は個人負担

個人設置
管理

個人設置
管理

台所 風呂 便
所

人槽区分

５人槽

７人槽

250,000円→１５０,０００円

350,000円→２１０,０００円

500,000円→３００,０００円

分担金

10人槽

３,８００円

４,６００円

５,５００円

使用料（月額）

人槽区分

５人槽

７人槽

60,000円

70,000円

80,000円

エコ補助金（予定）

10人槽

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！

講
演
会
の
お
知
ら
せ

『
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

下
仁
田
町
を
め
ざ
し
て
』

　
認
知
症
は
誰
で
も
か
か
る
病
気

で
す
。

　
病
気
に
つ
い
て…

対
応
方
法
に

つ
い
て…

身
近
な
先
生
に
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
支
え
る
側
も
支
え
ら
れ
る
側
も

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
30
年
３
月
15
日

（
木
）
14
時
〜
15
時
40
分
（
受
付

13
時
30
分
〜
）

●
場
所
　
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

●
講
師

１
．
下
仁
田
町
の
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
大
澤
歩
　
先
生

２
．
下
仁
田
町
の
認
知
症
認
定
看
護
師

下
仁
田
厚
生
病
院
　
矢
野
孝
之
　
様

●
対
象
　
年
齢
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

も
兼
ね
て
い
ま
す
♡

※

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
済
み
の
方
は
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
持
っ
て
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
☎
64―

８
８
０
４

行政情報行政情報
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町
で
は
、
寄
付
を
受
け
た
「
旧

黒
澤
家
住
宅
（
文
化
ホ
ー
ル
東

南
）
」
を
改
装
し
、
新
た
な
起

業
・
就
労
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
『
下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ

ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
』
を
建
設
・
設

置
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
『
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
』
と
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ

フ
ィ
ス
』
の
２
施
設
か
ら
な
り
ま

す
。

①
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
』

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
起
業
家

の
育
成
に
関
す
る
事
業
を
行
う
場
所

で
、
販
売
業
・
飲
食
業
な
ど
、
新
た

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
さ
れ
る
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
建

設
し
た
施
設
で
す
。

②
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
』

　
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
パ
ソ
コ
ン
を
は

じ
め
、
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
て

自
宅
や
会
社
以
外
の
場
所
で
仕
事
を

行
う
勤
務
形
態
の
こ
と
で
す
。

　
都
会
の
喧
騒
を
離
れ
、
パ
ソ
コ

ン
一
つ
で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
な
ど
を
招
致
す
る
こ
と
を
目

的
に
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
』

を
設
置
し
ま
し
た
。

Ｑ
１
　
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
』
に
は
、
何
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
自
分
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
？

Ａ
１
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
見

世
蔵
を
改
修
）
は
①
「
１
階
小
上
が

り
の
あ
る
土
間
ス
ペ
ー
ス
」
②
「
２

階
板
張
り
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」

③
「
厨
房
ス
ペ
ー
ス
」
の
３
つ
か
ら

構
成
さ
れ
ま
す
。
照
明
や
エ
ア
コ
ン

な
ど
は
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
販
売
業
」
の
場
合
に
は
、
利

用
者
の
方
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の

棚
、
机
、
レ
ジ
な
ど
を
準
備
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厨
房
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す

る
「
飲
食
業
」
の
場
合
は
、
す
で
に

冷
蔵
庫
・
シ
ン
ク
・
調
理
台
・
ガ
ス

コ
ン
ロ
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
２
　
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ

ス
』
に
は
、
何
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
？

Ａ
２
　
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
に

は
、
事
務
デ
ス
ク
、
椅
子
の
他
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
料
で
す
が
、
コ
ピ
ー

機
も
あ
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
は
利

用
者
が
ご
自
分
の
も
の
を
持
っ
て

き
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
３
　
施
設
利
用
に
は
お
金
が
か

か
る
の
？

Ａ
３
　
い
ず
れ
の
施
設
も
有
料
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
利
用
料
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

決
ま
り
次
第
、
広
報
等
で
募
集
と

共
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
は
公

的
予
算
で
設
備
投
資
を
行
い
、
起

業
に
興
味
が
あ
る
方
が
挑
戦
し
や

す
い
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
こ
れ
ま
で
起
業
に
踏
み

切
れ
な
か
っ
た
方
や
チ
ャ
ン
ス
を

見
つ
け
て
い
た
方
な
ど
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」
は
、

情
報
機
器
が
あ
れ
ば
仕
事
が
可
能

な
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
施
設
で

す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
事
業
な
ど
を
は
じ

め
、
幅
広
い
職
種
の
皆
さ
ま
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
賑
わ
い
創

出
に
も
一
役
買
え
ま
す
の
で
、
ご

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
地
域
創
生
課

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
９

（
内
線
５
１
３
）

広
報しもにた

起
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
ー
ス
確
保
を
町
が
応
援
し
ま
す

施
設
概
要

施
設
概
要

Ｑ
＆
Ａ
Ｑ
＆
Ａ

人
と
仕
事
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
施
設

を
設
置
し
ま
す
。
『
下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
と
仕
事
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
施
設

を
設
置
し
ま
す
。
『
下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集

町
担
当
者
か
ら

町
担
当
者
か
ら

仮
称 

起
業
支
援

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

仮
称 

起
業
支
援

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

地方創生関連の新施設が誕生します地方創生関連の新施設が誕生します
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町
で
は
、
寄
付
を
受
け
た
「
旧

黒
澤
家
住
宅
（
文
化
ホ
ー
ル
東

南
）
」
を
改
装
し
、
新
た
な
起

業
・
就
労
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
『
下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ

ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
』
を
建
設
・
設

置
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
『
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
』
と
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ

フ
ィ
ス
』
の
２
施
設
か
ら
な
り
ま

す
。

①
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
』

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
起
業
家

の
育
成
に
関
す
る
事
業
を
行
う
場
所

で
、
販
売
業
・
飲
食
業
な
ど
、
新
た

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
さ
れ
る
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
建

設
し
た
施
設
で
す
。

②
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
』

　
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
パ
ソ
コ
ン
を
は

じ
め
、
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
て

自
宅
や
会
社
以
外
の
場
所
で
仕
事
を

行
う
勤
務
形
態
の
こ
と
で
す
。

　
都
会
の
喧
騒
を
離
れ
、
パ
ソ
コ

ン
一
つ
で
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
な
ど
を
招
致
す
る
こ
と
を
目

的
に
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
』

を
設
置
し
ま
し
た
。

Ｑ
１
　
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
』
に
は
、
何
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
自
分
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
？

Ａ
１
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
見

世
蔵
を
改
修
）
は
①
「
１
階
小
上
が

り
の
あ
る
土
間
ス
ペ
ー
ス
」
②
「
２

階
板
張
り
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」

③
「
厨
房
ス
ペ
ー
ス
」
の
３
つ
か
ら

構
成
さ
れ
ま
す
。
照
明
や
エ
ア
コ
ン

な
ど
は
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
販
売
業
」
の
場
合
に
は
、
利

用
者
の
方
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の

棚
、
机
、
レ
ジ
な
ど
を
準
備
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
厨
房
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す

る
「
飲
食
業
」
の
場
合
は
、
す
で
に

冷
蔵
庫
・
シ
ン
ク
・
調
理
台
・
ガ
ス

コ
ン
ロ
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
２
　
『
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ

ス
』
に
は
、
何
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
？

Ａ
２
　
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
に

は
、
事
務
デ
ス
ク
、
椅
子
の
他
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
料
で
す
が
、
コ
ピ
ー

機
も
あ
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
ー
は
利

用
者
が
ご
自
分
の
も
の
を
持
っ
て

き
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
３
　
施
設
利
用
に
は
お
金
が
か

か
る
の
？

Ａ
３
　
い
ず
れ
の
施
設
も
有
料
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
利
用
料
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

決
ま
り
次
第
、
広
報
等
で
募
集
と

共
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
は
公

的
予
算
で
設
備
投
資
を
行
い
、
起

業
に
興
味
が
あ
る
方
が
挑
戦
し
や

す
い
環
境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
こ
れ
ま
で
起
業
に
踏
み

切
れ
な
か
っ
た
方
や
チ
ャ
ン
ス
を

見
つ
け
て
い
た
方
な
ど
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」
は
、

情
報
機
器
が
あ
れ
ば
仕
事
が
可
能

な
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
施
設
で

す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
関
連
事
業
な
ど
を
は
じ

め
、
幅
広
い
職
種
の
皆
さ
ま
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、
賑
わ
い
創

出
に
も
一
役
買
え
ま
す
の
で
、
ご

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
地
域
創
生
課

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
９

（
内
線
５
１
３
）

広
報しもにた

起
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
ー
ス
確
保
を
町
が
応
援
し
ま
す

施
設
概
要

施
設
概
要

Ｑ
＆
Ａ
Ｑ
＆
Ａ

人
と
仕
事
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
施
設

を
設
置
し
ま
す
。
『
下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
と
仕
事
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
施
設

を
設
置
し
ま
す
。
『
下
仁
田
町
起
業
支
援
テ
レ
ワ
ー

ク
オ
フ
ィ
ス
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集

町
担
当
者
か
ら

町
担
当
者
か
ら

仮
称 

起
業
支
援

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

仮
称 

起
業
支
援

テ
レ
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス

地方創生関連の新施設が誕生します地方創生関連の新施設が誕生します
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食
育
イ
ベ
ン
ト
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！
　

第
３
回
下
仁
田
町
食
育 

つ 

く
る 

た 

べ
る

え 
ら
ぶ 

る 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
菜
の
花
編
）

●
日
時
　
３
月
18
日
（
日
）

10
時
〜
15
時

●
会
場
　
馬
山
社
会
体
育
館
（
旧

馬
山
小
学
校
体
育
館
）

●
内
容
　
　

【
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
】

菜
の
花
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料

理
・
あ
っ
た
ま
汁
・
菜
の
花
餃

子
・
菜
の
花
焼
き
そ
ば
・
菜
の
花

天
ぷ
ら
　
他
　
お
楽
し
み
に
！ 

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

菜
の
花
の
摘
み
取
り
・
下
仁
田
小

鉢
絵
付
け
・
ト
マ
ト
す
く
い
・
野

菜
の
計
量
・
タ
ニ
タ
体
組
成
測

定
・
頭
の
元
気
度
測
定
等

【
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
】

子
ど
も
劇
場
（
大
型
紙
芝
居
）

合
唱
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン

サ
ー
ト

保
育
園
児
の
絵
画
作
品
展
示

小
学
生
の
俳
句
作
品
展
示

中
学
生
の
野
菜
克
服
料
理
展
示

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
遊
ぼ
う

か
ぶ
り
も
の
で
記
念
撮
影
　
他

【
販
売
コ
ー
ナ
ー
】

野
菜
、
果
物
、
餃
子
、
天
然
酵
母

の
ベ
ー
グ
ル
、
大
和
屋
コ
ー
ヒ
ー

等
販
売

★
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
★

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
　
保
健
推
進
係

☎
82―

５
４
９
０

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

に
よ
る
「
男
性
の
料
理
教
室
」
受
講
者
募
集
！

　
包
丁
を
に
ぎ
っ
て
調
理
し
た
こ

と
の
な
い
男
性
、
初
心
者
が
集

ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
と
　
に
ぎ
や
か

に
み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
３
月
９
日
（
金
）

10
時
〜
13
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性
15

名
（
先
着
順
）

●
内
容
　
調
理
実
習
「
簡
単
お
い

し
い
ヘ
ル
シ
ー
！
料
理
」
試
食
を

と
り
な
が
ら
楽
し
く
交
流
会
も
行

い
ま
す

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す

●
費
用
　
調
理
実
習
材
料
代

５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
タ
オ
ル
、
材
料
代

●
申
込
先
　
保
健
環
境
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
栄
養
士
ま
で

☎
82―

５
４
９
０

※

３
月
１
日
（
木
）
か
ら
申
込
受

付
開
始
し
ま
す

▲菜の花畑でゆるキャラと遊ぼう ▲こども劇場

第２回の様子

▲菜の花まんじゅう

▲前回の様子▲前回の様子

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

3/15（木）

１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

９：5０（開場）１０：００（開演）～１１：0０（終了）

妊婦さん～３才

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

人形劇
「やまねこ座」上演

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

3/13（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！！引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！！

行政情報行政情報
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食
育
イ
ベ
ン
ト
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！
　

第
３
回
下
仁
田
町
食
育 

つ 

く
る 

た 

べ
る

え 

ら
ぶ 

る 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
菜
の
花
編
）

●
日
時
　
３
月
18
日
（
日
）

10
時
〜
15
時

●
会
場
　
馬
山
社
会
体
育
館
（
旧

馬
山
小
学
校
体
育
館
）

●
内
容
　
　

【
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
】

菜
の
花
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料

理
・
あ
っ
た
ま
汁
・
菜
の
花
餃

子
・
菜
の
花
焼
き
そ
ば
・
菜
の
花

天
ぷ
ら
　
他
　
お
楽
し
み
に
！ 

【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

菜
の
花
の
摘
み
取
り
・
下
仁
田
小

鉢
絵
付
け
・
ト
マ
ト
す
く
い
・
野

菜
の
計
量
・
タ
ニ
タ
体
組
成
測

定
・
頭
の
元
気
度
測
定
等

【
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
】

子
ど
も
劇
場
（
大
型
紙
芝
居
）

合
唱
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
コ
ン

サ
ー
ト

保
育
園
児
の
絵
画
作
品
展
示

小
学
生
の
俳
句
作
品
展
示

中
学
生
の
野
菜
克
服
料
理
展
示

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
遊
ぼ
う

か
ぶ
り
も
の
で
記
念
撮
影
　
他

【
販
売
コ
ー
ナ
ー
】

野
菜
、
果
物
、
餃
子
、
天
然
酵
母

の
ベ
ー
グ
ル
、
大
和
屋
コ
ー
ヒ
ー

等
販
売

★
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
い
ま
す
★

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
環
境
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
　
保
健
推
進
係

☎
82―

５
４
９
０

下
仁
田
町
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

に
よ
る
「
男
性
の
料
理
教
室
」
受
講
者
募
集
！

　
包
丁
を
に
ぎ
っ
て
調
理
し
た
こ

と
の
な
い
男
性
、
初
心
者
が
集

ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
と
　
に
ぎ
や
か

に
み
ん
な
で
楽
し
く
料
理
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
３
月
９
日
（
金
）

10
時
〜
13
時

●
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

栄
養
学
習
室

●
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性
15

名
（
先
着
順
）

●
内
容
　
調
理
実
習
「
簡
単
お
い

し
い
ヘ
ル
シ
ー
！
料
理
」
試
食
を

と
り
な
が
ら
楽
し
く
交
流
会
も
行

い
ま
す

●
実
施
者
　
下
仁
田
町
食
生
活
改

善
推
進
員
が
お
手
伝
い
し
ま
す

●
費
用
　
調
理
実
習
材
料
代

５
０
０
円

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
タ
オ
ル
、
材
料
代

●
申
込
先
　
保
健
環
境
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
栄
養
士
ま
で

☎
82―

５
４
９
０
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３
月
１
日
（
木
）
か
ら
申
込
受

付
開
始
し
ま
す

▲菜の花畑でゆるキャラと遊ぼう ▲こども劇場

第２回の様子

▲菜の花まんじゅう

▲前回の様子▲前回の様子

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

3/15（木）

１０：００～１１：００

運動の出来る服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

９：5０（開場）１０：００（開演）～１１：0０（終了）

妊婦さん～３才

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

人形劇
「やまねこ座」上演

こども園ホール 保育園ホール

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付ています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉保険課福祉係　６４－８８０３（直通）

3/13（火）

親
子
の

集
い
の
広
場

引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！！引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！！

行政情報行政情報
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
日
だ
ま
り
は
枯
葉
の
音
の
す
る
ば
か
り
（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
葱
の
里
談
笑
高
く
道
の
駅

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
妙
義
嵐
の
耳
を
裂
く

　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
犬
ふ
ぐ
り
越
中
の
海
恋
し
蒼

　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
塞
日
和
一
人
言
か
ら
下
句
を
練
る
舟
を
漕
う
た
だ
終
日

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
ポ
ツ
ポ
ツ
と
か
わ
い
い
つ
ぼ
み
庭
の
紅
梅
春
は
た
が
わ
ず
主
な
き
庭
に
も

　（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
日
が
伸
び
し
石
尊
山
を
越
え
に
け
り
陽
光
ま
ぶ
し
春
は
す
ぐ
そ
こ

　
　（
西

　牧
）

　

  

上
原

　一
正

■
父
母
が
逝
き
兄
逝
き
姉
も
亡
く
な
り
ぬ
八
十
六
歳
孤
児
と
な
り
け
り
（
青

　倉
）

　

  

小
実

　光
子

■
集
落
は
今
日
も
風
花
舞
っ
た
夕
落
つ
る
夕
陽
の
尾
根
に
三
日
月

　
　（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

や
ま
ば
と

す
さ

い

せ

あ

ひ
も
す
が
ら

う
め

【
荒
船
俳
句
会
二
月
句
会
報
】

■
山
鳩
の
く
ぐ
も
る
こ
ゑ
や
春
寒
し

　
　
　
　
　敏
彦

■
底
知
れ
ず
荒
ぶ
大
地
や
春
寒
し

　
　
　
　
　
　ま
ち
子

■
会
う
人
の
挨
拶
小
声
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
　淑
江

■
思
い
出
は
遠
き
青
春
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　勇
宝

■
凍
つ
る
夜
の
蛇
口
調
整
い
く
度
も

　
　
　
　
　政
子

■
春
寒
し
つ
い
と
暮
れ
ゆ
く
瀬
合
ひ
川

　
　
　
　光
子

１月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

浅田次郎

堂場舜一

佐久間健一

小杉健治

今井絵美子

上田 秀人

風野真知雄

小杉健治

著者名

山本一力

今井絵美子

今井絵美子

山本一力

藤井邦夫

洪在徹

エリック・カール

エリック・カール

書名

おもかげ

絶望の歌を唄え

体幹リセットダイエット

遠山金四郎が斬る・奔る

髪ゆい猫字屋繁盛期シリーズ

鳳雛の夢

女が、さむらいシリーズ

仇討ち東海道シリーズ

書名

牛天神

群青のとき

ぶぶ着屋 稲茶にございます

戌亥の追風

新・知らぬが半兵衛手控帖シリーズ

ジャングルのサバイバルシリーズ

とうさんはタツノオトシゴ

ホットケーキできあがり

〜
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
の

民
営
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
〜

　
ガ
ス
事
業
を
譲
渡
す
る
相
手

方
の
事
業
者
の
条
件
と
し
て
、

お
客
様
に
直
接
関
連
す
る
主
な

項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。
譲
渡
先
は
こ
の
条
件
を

満
た
し
た
事
業
者
と
な
り
ま

す
。

（
１
）
保
安
の
確
保
と
安
定

供
給
体
制
に
関
す
る
事
項

・
ガ
ス
事
業
法
等
関
係
法
令
に

則
り
、
安
全
で
安
定
し
た
ガ
ス

の
供
給
を
維
持
す
る
こ
と
。

・
供
給
施
設
及
び
ガ
ス
利
用
者

の
保
安
体
制
に
お
い
て
は
現
行

水
準
を
維
持
す
る
こ
と
。

（
２
）
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
事
項

・
ガ
ス
料
金
は
、
原
料
費
調
整

制
度
に
よ
る
ガ
ス
原
料
の
価
格

変
動
分
を
除
き
、
当
分
の
間
、

現
行
の
水
準
を
上
回
ら
な
い
こ

と
。

・
ガ
ス
の
新
し
い
利
用
形
態
の

普
及
に
取
り
組
み
、
お
客
様
の

利
便
性
向
上
を
目
指
す
こ
と
。

・
町
内
に
事
業
拠
点
を
設
置

し
、
お
客
様
か
ら
の
相
談
等
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
サ
ー

ビ
ス
体
制
を
整
え
、
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
。

（
３
）
経
営
に
関
す
る
事
項

・
公
益
事
業
者
と
し
て
健
全
な

事
業
運
営
を
維
持
で
き
る
安
定

し
た
経
営
基
盤
を
有
す
る
こ

と
。

・
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出

等
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

（
４
）
工
事
に
お
け
る
町
行

政
と
の
連
携
に
つ
い
て

・
ガ
ス
管
布
設
工
事
に
お
い
て
は
、

町
の
公
共
工
事
に
連
携
し
て
協
力
す

る
よ
う
配
慮
し
、
お
互
い
の
経
費
の

削
減
に
努
め
る
こ
と
。

・
平
常
時
か
ら
行
政
と
町
民
生
活
の

安
定
の
た
め
、
密
接
な
連
携
、
か
つ

協
力
を
図
る
こ
と
。

　
町
で
は
、
平
成
31
年
４
月
１

日
か
ら
ガ
ス
事
業
を
民
営
化

（
事
業
譲
渡
）
す
る
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
他
の
地
域
で
都
市
ガ

ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
民
間

事
業
者
と
事
業
譲
渡
譲
受
に
関

す
る
協
議
を
進
め
て
お
り
、
条

件
の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
事
業

の
譲
渡
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
民
営
化
に
向
け
て
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【 

平
成
30
年
３
月 

】

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
の
民
間
譲

渡
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト ※

【 

平
成
30
年
４
月
上
旬 

】

譲
渡
協
議
事
業
者
と
の
契
約
に

向
け
て
の
最
終
調
整

【
平
成
30
年
４
月
下
旬
】

譲
渡
契
約
の
成
立
（
ガ
ス
事
業

の
財
産
処
分
に
関
す
る
議
会
の

議
決
）

【
平
成
30
年
５
月
〜
平
成
31
年

３
月 

】
ガ
ス
事
業
の
引
継

【 

平
成
31
年
４
月
１
日 

】
ガ
ス

事
業
譲
渡

　
３
月
５
日
か
ら
３
月
26
日
ま

で
の
間
、
「
下
仁
田
町
ガ
ス
事

業
の
民
間
譲
渡
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し

ま
す
。
ガ
ス
事
業
の
民
間
譲
渡

に
関
し
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
提
出
願
い
ま
す
。
（
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。
）

※

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

は
、
町
が
基
本
的
な
政
策
等
の

策
定
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
内

容
や
趣
旨
等
を
公
表
し
て
住
民

等
か
ら
意
見
等
を
求
め
、
提
出

さ
れ
た
意
見
等
を
考
慮
し
て
意

思
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
提

出
さ
れ
た
意
見
等
の
概
要
及
び

町
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
日
だ
ま
り
は
枯
葉
の
音
の
す
る
ば
か
り
（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
葱
の
里
談
笑
高
く
道
の
駅

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
妙
義
嵐
の
耳
を
裂
く

　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
犬
ふ
ぐ
り
越
中
の
海
恋
し
蒼

　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
塞
日
和
一
人
言
か
ら
下
句
を
練
る
舟
を
漕
う
た
だ
終
日

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　

  

田
村

　久
江

■
ポ
ツ
ポ
ツ
と
か
わ
い
い
つ
ぼ
み
庭
の
紅
梅
春
は
た
が
わ
ず
主
な
き
庭
に
も

　（
馬

　山
）

　

  

山
中

　た
ね

■
日
が
伸
び
し
石
尊
山
を
越
え
に
け
り
陽
光
ま
ぶ
し
春
は
す
ぐ
そ
こ

　
　（
西

　牧
）

　
  

上
原

　一
正

■
父
母
が
逝
き
兄
逝
き
姉
も
亡
く
な
り
ぬ
八
十
六
歳
孤
児
と
な
り
け
り
（
青

　倉
）

　

  
小
実

　光
子

■
集
落
は
今
日
も
風
花
舞
っ
た
夕
落
つ
る
夕
陽
の
尾
根
に
三
日
月

　
　（
南
野
牧
）

　

  

清
水
み
ち
代

や
ま
ば
と

す
さ

い

せ

あ

ひ
も
す
が
ら

う
め

【
荒
船
俳
句
会
二
月
句
会
報
】

■
山
鳩
の
く
ぐ
も
る
こ
ゑ
や
春
寒
し

　
　
　
　
　敏
彦

■
底
知
れ
ず
荒
ぶ
大
地
や
春
寒
し

　
　
　
　
　
　ま
ち
子

■
会
う
人
の
挨
拶
小
声
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
　淑
江

■
思
い
出
は
遠
き
青
春
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　勇
宝

■
凍
つ
る
夜
の
蛇
口
調
整
い
く
度
も

　
　
　
　
　政
子

■
春
寒
し
つ
い
と
暮
れ
ゆ
く
瀬
合
ひ
川

　
　
　
　光
子
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平
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年
４
月
１
日
か
ら
の

民
営
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
〜

　
ガ
ス
事
業
を
譲
渡
す
る
相
手

方
の
事
業
者
の
条
件
と
し
て
、

お
客
様
に
直
接
関
連
す
る
主
な

項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。
譲
渡
先
は
こ
の
条
件
を

満
た
し
た
事
業
者
と
な
り
ま

す
。

（
１
）
保
安
の
確
保
と
安
定

供
給
体
制
に
関
す
る
事
項

・
ガ
ス
事
業
法
等
関
係
法
令
に

則
り
、
安
全
で
安
定
し
た
ガ
ス

の
供
給
を
維
持
す
る
こ
と
。

・
供
給
施
設
及
び
ガ
ス
利
用
者

の
保
安
体
制
に
お
い
て
は
現
行

水
準
を
維
持
す
る
こ
と
。

（
２
）
顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
事
項

・
ガ
ス
料
金
は
、
原
料
費
調
整

制
度
に
よ
る
ガ
ス
原
料
の
価
格

変
動
分
を
除
き
、
当
分
の
間
、

現
行
の
水
準
を
上
回
ら
な
い
こ

と
。

・
ガ
ス
の
新
し
い
利
用
形
態
の

普
及
に
取
り
組
み
、
お
客
様
の

利
便
性
向
上
を
目
指
す
こ
と
。

・
町
内
に
事
業
拠
点
を
設
置

し
、
お
客
様
か
ら
の
相
談
等
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
サ
ー

ビ
ス
体
制
を
整
え
、
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
。

（
３
）
経
営
に
関
す
る
事
項

・
公
益
事
業
者
と
し
て
健
全
な

事
業
運
営
を
維
持
で
き
る
安
定

し
た
経
営
基
盤
を
有
す
る
こ

と
。

・
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出

等
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

（
４
）
工
事
に
お
け
る
町
行

政
と
の
連
携
に
つ
い
て

・
ガ
ス
管
布
設
工
事
に
お
い
て
は
、

町
の
公
共
工
事
に
連
携
し
て
協
力
す

る
よ
う
配
慮
し
、
お
互
い
の
経
費
の

削
減
に
努
め
る
こ
と
。

・
平
常
時
か
ら
行
政
と
町
民
生
活
の

安
定
の
た
め
、
密
接
な
連
携
、
か
つ

協
力
を
図
る
こ
と
。

　
町
で
は
、
平
成
31
年
４
月
１

日
か
ら
ガ
ス
事
業
を
民
営
化

（
事
業
譲
渡
）
す
る
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
他
の
地
域
で
都
市
ガ

ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
民
間

事
業
者
と
事
業
譲
渡
譲
受
に
関

す
る
協
議
を
進
め
て
お
り
、
条

件
の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
事
業

の
譲
渡
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
民
営
化
に
向
け
て
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【 

平
成
30
年
３
月 

】

下
仁
田
町
ガ
ス
事
業
の
民
間
譲

渡
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト ※

【 

平
成
30
年
４
月
上
旬 

】

譲
渡
協
議
事
業
者
と
の
契
約
に

向
け
て
の
最
終
調
整

【
平
成
30
年
４
月
下
旬
】

譲
渡
契
約
の
成
立
（
ガ
ス
事
業

の
財
産
処
分
に
関
す
る
議
会
の

議
決
）

【
平
成
30
年
５
月
〜
平
成
31
年

３
月 

】
ガ
ス
事
業
の
引
継

【 

平
成
31
年
４
月
１
日 

】
ガ
ス

事
業
譲
渡

　
３
月
５
日
か
ら
３
月
26
日
ま

で
の
間
、
「
下
仁
田
町
ガ
ス
事

業
の
民
間
譲
渡
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
実
施
し

ま
す
。
ガ
ス
事
業
の
民
間
譲
渡

に
関
し
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
を
提
出
願
い
ま
す
。
（
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。
）

※

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

は
、
町
が
基
本
的
な
政
策
等
の

策
定
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
内

容
や
趣
旨
等
を
公
表
し
て
住
民

等
か
ら
意
見
等
を
求
め
、
提
出

さ
れ
た
意
見
等
を
考
慮
し
て
意

思
決
定
を
行
う
と
と
も
に
、
提

出
さ
れ
た
意
見
等
の
概
要
及
び

町
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。
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灯
台
下
暗
し
と
い
う
諺
が
あ
り
ま

す
が
、
身
近
な
事
情
に
気
が
つ
か
な

い
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
下
仁
田
町
で
高
橋
道
斎
と
い

う
人
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど
の
位
い

る
で
し
ょ
う
か
。
過
去
、
文
人
と
し

て
は
第
一
人
者
で
す
。
１
７
１
８
年

（
享
保
３
）
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
今
か

ら
３
０
０
年
前
に
下
仁
田
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。
高
崎
市
吉
井
町
に
あ
る

「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
、
今
、

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
上
野
三
碑
の

一
つ
多
胡
碑
を
世
に
広
め
た
人
で

す
。
道
斎
先
生
の
祖
父
道
恵
は
近
江

商
人
で
、
近
江
か
ら
絹
布
を
下
仁
田

へ
、
下
仁
田
か
ら
麻
、
生
糸
を
持
っ
て

行
き
そ
れ
を
売
っ
て
財
を
築
き
、
父

道
喜
を
下
仁
田
に
定
住
さ
せ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
生
家
は
、
里
見
文

林
堂
洋
品
店
前
周
辺
一
帯
に
あ
り
ま

し
た
。
豪
農
で
商
家
、
釀
造
業
を
も

営
み
、
近
隣
第
一
の
富
豪
で
使
用
人

が
２
０
０
人
余
も
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
数
棟
の
蔵
を
持
ち
近
郷
第
一

の
富
豪
の
家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
道
斎
は
俗
名
を
九
郎
右
衛
門
、

名
を
克
明
、
あ
だ
名
を
子
啓
、
号
を

九
峰
山
人
、
白
雲
山
人
、
青
霞
堂
主

人
、
道
斎
等
と
呼
び
ま
し
た
が
、一
般

に
は
道
斎
の
名
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
幼
い
頃
よ
り
学
問
好
き
で
、
お

父
さ
ん
は
思
う
ま
ま
に
し
て
や
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
は
学
問
に
、

昼
は
家
業
に
よ
く
励
ん
だ
と
の
こ
と

で
す
。
２８
才
の
１
７
４
５
年
（
延
享

２
）
に
、
書
家
烏
石
葛
辰
（
江
戸
の

人
）
に
書
を
習
っ
た
と
い
い
ま
す
。
翌

年
の
１
７
４
６
年
（
延
享
３
）
に
は
相

州
（
神
奈
川
県
）
の
学
者
中
根
東
里

が
道
斎
を
訪
ね
て
来
て
、
３
ケ
月
滞

在
し
て
勉
学
に
励
ん
だ
と
の
こ
と

で
、
そ
の
後
、
道
斎
の
名
は
各
所
に

ひ
ろ
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
１
７
４

８
年
（
寛
延
１
）
に
は
、
下
仁
田
を
訪

れ
た
大
津
義
仲
寺
雲
裡
坊
が
道
斎
と

も
出
会
っ
て
、
俳
句
を
指
導
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
を
受

け
た
道
斎
は
、
俳
句
を
広
め
る
こ
と

に
尽
力
し
、
俳
号
を
月
巣
円
之
と
号

し
て
、
一
ノ
宮
の
下
り
松
に
芭
蕉
句

碑
を
建
て
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
に
青

岩
川
原
の
近
く
に
塾
を
建
て
、
蔵
書

も
３
０
０
０
冊
を
も
揃
え
て
指
導
に

も
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
塾

を
建
て
た
年
代
は
不
明
で
す
。
道
斎

の
名
は
江
戸
に
も
知
れ
渡
っ
た
り
、

１
７
５
４
年
（
宝
歴
４
）
の
３７
才
の

時
に
多
胡
碑
を
発
見
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
吉
井
に
行
っ
た
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
た
ま
た
ま
藪
の
中
に
横

た
わ
っ
て
い
た
碑
を
み
つ
け
ま
し

た
。
見
て
い
る
う
ち
に
字
の
素
晴
ら

し
さ
に
魅
了
し
て
、
拓
本
を
取
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
江
戸
か
ら

訪
ね
て
き
た
沢
田
東
江
（
源
鱗
）
に

見
せ
た
と
こ
ろ
絶
賛
を
う
け
て
、
二

人
で
多
胡
碑
に
行
っ
て
拓
本
を
取
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
江
戸
の
学
者
た

ち
に
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
真
価
が
認
め

ら
れ
て
多
胡
碑
が
研
究
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
つ
い
に
は
こ
の
拓
本
は
朝

鮮
や
中
国
に
も
渡
っ
て
道
斎
の
名
は

高
橋
道
斎
先
生

生
誕
３
０
０
年里

見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
30
号

一
躍
有
名
と
な
っ
て
、
訪
れ
る
人
が

後
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

１
７
８
２
年
（
天
明
２
）
に
は
平
沢

旭
山
が
道
斎
を
訪
れ
、
塾
の
名
を
青

霞
堂
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
市
河
寛

斎
も
道
斎
の
も
と
で
勉
強
し
て
い
ま

す
。
道
斎
は
後
継
者
に
は
恵
ま
れ

ず
、
縁
あ
っ
て
寛
斎
を
養
子
と
し
ま

し
た
が
、
結
婚
相
手
が
婦
道
に
反
し

た
こ
と
が
あ
っ
て
離
婚
し
て
江
戸
に

出
て
行
っ
た
の
で
し
た
。
寛
斎
は
江

戸
で
成
功
し
て
今
の
東
大
の
総
長
に

も
相
当
す
る
学
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
立
派
な
業
績
を
残
し
た
道
斎
は
１

７
９
４
年
（
寛
政
６
）
７７
才
で
没
し

ま
し
た
。
１
９
５
８
年
（
昭
和
３３
）
に

道
斎
遺
品
展
が
下
仁
田
高
校
郷
土
部

に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
、
初
め
て
そ

の
業
績
を
し
る
機
会
と
な
っ
た
の
で

す
。
こ
の
機
会
が
無
か
っ
た
ら
道
斎

を
知
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
改
め
て
下
仁
田
高
校
郷
土
部
の

ご
苦
労
を
偲
び
、
生
誕
３
０
０
年
を

讃
え
ま
し
ょ
う
。
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
の
大
地
や
自
然
を
最
新

の
研
究
成
果
を
も
と
に
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
30
年
3
月
10
日

（
土
）
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3

時
20
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
3
階

大
会
議
室

●
内
容

『
西
牧
地
域
の
不
思
議
な
岩
山
の

生
い
立
ち
』
本
宿
陥
没
研
究
会

『
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ

の
誕
生
―
四
ッ
又
山
一
億
年
前
の

姿
―
』
保
科
　
裕
（
関
東
山
地
研

究
グ
ル
ー
プ
）
。

　
下
仁
田
町
小
坂
地
区
に
あ
る
中

小
坂
鉄
山
製
鉄
所
（
跡
）
で
鉄
作

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
た

た
ら
に
よ
る
鉄
作
り
を
行
い
ま

す
。
鉄
作
り
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
一
番
の
見
所
と
な
る
生

成
し
た
鉄
の
取
り
出
し
作
業
（
ケ

ラ
出
し
）
は
午
後
1
時
〜
２
時
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
よ
う
な

砂
鉄
を
使
っ
た
体
験
教
室
を
12
時
〜
行

い
ま
す
。
見
学
は
随
時
可
能
で
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
30
年
3
月
17
日

（
土
）
午
前
8
時
〜
午
後
4
時
ご

ろ
ま
で

●
会
場
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
全
国
研
修
会
が
2
月
1
日
〜

2
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
教
育
」
。
こ
れ
ま

で
下
仁
田
で
は
小
中
学
校
の
受
け

入
れ
や
観
察
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で

ど
ん
な
こ
と
を
行
う
の
か
、
ジ
オ

パ
ー
ク
を
効
果
的
に
伝
え
る
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
講
義
や
現

地
で
の
研
修
を
通
し
て
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
教
育
で
何
を
目
指
す
の

か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
授
業
や
観
察
会
を
さ
ら
に
充

実
し
た
も
の
に
し
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
昨
年
ジ
オ
パ
ー
ク
の
審
査
に
訪

れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
の
一

自
然
学
校
普
及
講
演
会

自
然
学
校
普
及
講
演
会

た
た
ら
製
鉄

た
た
ら
製
鉄

ジ
オ
パ
ー
ク
の
教
育
と
は
？

ジ
オ
パ
ー
ク
の
教
育
と
は
？

氷
室
俳
句
の
会

吟
行
句
会
開
催

氷
室
俳
句
の
会

吟
行
句
会
開
催

ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田
応
援
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田
応
援
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
予
定

行
事
報
告

人
尾
池
和
夫
さ
ん
が
会
長
を
務
め

る
氷
室
俳
句
の
会
が
2
月
3
日
、

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪
れ
「
第

１
回
ジ
オ
パ
ー
ク
吟
行
句
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
氷
室
俳
句
の
会

は
京
都
を
中
心
に
活
動
し
て
お

り
、
全
国
に
支
部
を
持
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
群
馬
支
部
の
皆
さ
ん

も
お
越
し
い
た
だ
き
、
総
勢
22
名

の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
中

は
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
に
よ
る
ま
ち
な

か
ツ
ア
ー
、
お
昼
に
下
仁
田
ね
ぎ

の
す
き
焼
き
を
食
べ
、
午
後
に
ツ

ア
ー
で
見
た
も
の
、
当
日
の
情
景

を
題
材
に
し
た
句
会
が
行
な
わ
れ

た
く
さ
ん
の
素
敵
な
俳
句
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
前
日
の
大
雪
の
影
響

も
あ
り
ま
し
た
が
、
雪
に
よ
っ
て

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
く
な
っ
た
根

な
し
山
や
凍
っ
た
鏑
川
な
ど
普
段

と
違
う
下
仁
田
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
：
今
年
も

“
青
岩
公
園
”
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
!!

●
日
時
　
３
月
20
日
（
火
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
場
所
　
青
岩
公
園
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
青
岩
公
園

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す

い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し

ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間

程
度
の
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０
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灯
台
下
暗
し
と
い
う
諺
が
あ
り
ま

す
が
、
身
近
な
事
情
に
気
が
つ
か
な

い
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
下
仁
田
町
で
高
橋
道
斎
と
い

う
人
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど
の
位
い

る
で
し
ょ
う
か
。
過
去
、
文
人
と
し

て
は
第
一
人
者
で
す
。
１
７
１
８
年

（
享
保
３
）
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
今
か

ら
３
０
０
年
前
に
下
仁
田
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。
高
崎
市
吉
井
町
に
あ
る

「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
、
今
、

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
上
野
三
碑
の

一
つ
多
胡
碑
を
世
に
広
め
た
人
で

す
。
道
斎
先
生
の
祖
父
道
恵
は
近
江

商
人
で
、
近
江
か
ら
絹
布
を
下
仁
田

へ
、
下
仁
田
か
ら
麻
、
生
糸
を
持
っ
て

行
き
そ
れ
を
売
っ
て
財
を
築
き
、
父

道
喜
を
下
仁
田
に
定
住
さ
せ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
生
家
は
、
里
見
文

林
堂
洋
品
店
前
周
辺
一
帯
に
あ
り
ま

し
た
。
豪
農
で
商
家
、
釀
造
業
を
も

営
み
、
近
隣
第
一
の
富
豪
で
使
用
人

が
２
０
０
人
余
も
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
数
棟
の
蔵
を
持
ち
近
郷
第
一

の
富
豪
の
家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
道
斎
は
俗
名
を
九
郎
右
衛
門
、

名
を
克
明
、
あ
だ
名
を
子
啓
、
号
を

九
峰
山
人
、
白
雲
山
人
、
青
霞
堂
主

人
、
道
斎
等
と
呼
び
ま
し
た
が
、一
般

に
は
道
斎
の
名
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
幼
い
頃
よ
り
学
問
好
き
で
、
お

父
さ
ん
は
思
う
ま
ま
に
し
て
や
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
は
学
問
に
、

昼
は
家
業
に
よ
く
励
ん
だ
と
の
こ
と

で
す
。
２８
才
の
１
７
４
５
年
（
延
享

２
）
に
、
書
家
烏
石
葛
辰
（
江
戸
の

人
）
に
書
を
習
っ
た
と
い
い
ま
す
。
翌

年
の
１
７
４
６
年
（
延
享
３
）
に
は
相

州
（
神
奈
川
県
）
の
学
者
中
根
東
里

が
道
斎
を
訪
ね
て
来
て
、
３
ケ
月
滞

在
し
て
勉
学
に
励
ん
だ
と
の
こ
と

で
、
そ
の
後
、
道
斎
の
名
は
各
所
に

ひ
ろ
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
１
７
４

８
年
（
寛
延
１
）
に
は
、
下
仁
田
を
訪

れ
た
大
津
義
仲
寺
雲
裡
坊
が
道
斎
と

も
出
会
っ
て
、
俳
句
を
指
導
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
を
受

け
た
道
斎
は
、
俳
句
を
広
め
る
こ
と

に
尽
力
し
、
俳
号
を
月
巣
円
之
と
号

し
て
、
一
ノ
宮
の
下
り
松
に
芭
蕉
句

碑
を
建
て
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
に
青

岩
川
原
の
近
く
に
塾
を
建
て
、
蔵
書

も
３
０
０
０
冊
を
も
揃
え
て
指
導
に

も
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
塾

を
建
て
た
年
代
は
不
明
で
す
。
道
斎

の
名
は
江
戸
に
も
知
れ
渡
っ
た
り
、

１
７
５
４
年
（
宝
歴
４
）
の
３７
才
の

時
に
多
胡
碑
を
発
見
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
吉
井
に
行
っ
た
の
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
た
ま
た
ま
藪
の
中
に
横

た
わ
っ
て
い
た
碑
を
み
つ
け
ま
し

た
。
見
て
い
る
う
ち
に
字
の
素
晴
ら

し
さ
に
魅
了
し
て
、
拓
本
を
取
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
江
戸
か
ら

訪
ね
て
き
た
沢
田
東
江
（
源
鱗
）
に

見
せ
た
と
こ
ろ
絶
賛
を
う
け
て
、
二

人
で
多
胡
碑
に
行
っ
て
拓
本
を
取
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
江
戸
の
学
者
た

ち
に
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
真
価
が
認
め

ら
れ
て
多
胡
碑
が
研
究
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
つ
い
に
は
こ
の
拓
本
は
朝

鮮
や
中
国
に
も
渡
っ
て
道
斎
の
名
は

高
橋
道
斎
先
生

生
誕
３
０
０
年里

見
哲
夫

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
応
援
団
だ
よ
り
第
30
号

一
躍
有
名
と
な
っ
て
、
訪
れ
る
人
が

後
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

１
７
８
２
年
（
天
明
２
）
に
は
平
沢

旭
山
が
道
斎
を
訪
れ
、
塾
の
名
を
青

霞
堂
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
市
河
寛

斎
も
道
斎
の
も
と
で
勉
強
し
て
い
ま

す
。
道
斎
は
後
継
者
に
は
恵
ま
れ

ず
、
縁
あ
っ
て
寛
斎
を
養
子
と
し
ま

し
た
が
、
結
婚
相
手
が
婦
道
に
反
し

た
こ
と
が
あ
っ
て
離
婚
し
て
江
戸
に

出
て
行
っ
た
の
で
し
た
。
寛
斎
は
江

戸
で
成
功
し
て
今
の
東
大
の
総
長
に

も
相
当
す
る
学
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
立
派
な
業
績
を
残
し
た
道
斎
は
１

７
９
４
年
（
寛
政
６
）
７７
才
で
没
し

ま
し
た
。
１
９
５
８
年
（
昭
和
３３
）
に

道
斎
遺
品
展
が
下
仁
田
高
校
郷
土
部

に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
て
、
初
め
て
そ

の
業
績
を
し
る
機
会
と
な
っ
た
の
で

す
。
こ
の
機
会
が
無
か
っ
た
ら
道
斎

を
知
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
改
め
て
下
仁
田
高
校
郷
土
部
の

ご
苦
労
を
偲
び
、
生
誕
３
０
０
年
を

讃
え
ま
し
ょ
う
。
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
下
仁
田
の
大
地
や
自
然
を
最
新

の
研
究
成
果
を
も
と
に
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
30
年
3
月
10
日

（
土
）
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3

時
20
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
公
民
館
3
階

大
会
議
室

●
内
容

『
西
牧
地
域
の
不
思
議
な
岩
山
の

生
い
立
ち
』
本
宿
陥
没
研
究
会

『
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
海
と
マ
グ
マ

の
誕
生
―
四
ッ
又
山
一
億
年
前
の

姿
―
』
保
科
　
裕
（
関
東
山
地
研

究
グ
ル
ー
プ
）
。

　
下
仁
田
町
小
坂
地
区
に
あ
る
中

小
坂
鉄
山
製
鉄
所
（
跡
）
で
鉄
作

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
た

た
ら
に
よ
る
鉄
作
り
を
行
い
ま

す
。
鉄
作
り
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
一
番
の
見
所
と
な
る
生

成
し
た
鉄
の
取
り
出
し
作
業
（
ケ

ラ
出
し
）
は
午
後
1
時
〜
２
時
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
も
楽
し
め
る
よ
う
な

砂
鉄
を
使
っ
た
体
験
教
室
を
12
時
〜
行

い
ま
す
。
見
学
は
随
時
可
能
で
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
30
年
3
月
17
日

（
土
）
午
前
8
時
〜
午
後
4
時
ご

ろ
ま
で

●
会
場
　
下
仁
田
町
自
然
史
館

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
全
国
研
修
会
が
2
月
1
日
〜

2
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
教
育
」
。
こ
れ
ま

で
下
仁
田
で
は
小
中
学
校
の
受
け

入
れ
や
観
察
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で

ど
ん
な
こ
と
を
行
う
の
か
、
ジ
オ

パ
ー
ク
を
効
果
的
に
伝
え
る
方
法

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
講
義
や
現

地
で
の
研
修
を
通
し
て
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
教
育
で
何
を
目
指
す
の

か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
授
業
や
観
察
会
を
さ
ら
に
充

実
し
た
も
の
に
し
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
昨
年
ジ
オ
パ
ー
ク
の
審
査
に
訪

れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
の
一

自
然
学
校
普
及
講
演
会

自
然
学
校
普
及
講
演
会

た
た
ら
製
鉄

た
た
ら
製
鉄

ジ
オ
パ
ー
ク
の
教
育
と
は
？

ジ
オ
パ
ー
ク
の
教
育
と
は
？

氷
室
俳
句
の
会

吟
行
句
会
開
催

氷
室
俳
句
の
会

吟
行
句
会
開
催

ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田
応
援
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

ジ
オ
パ
ー
ク
下
仁
田
応
援
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
予
定

行
事
報
告

人
尾
池
和
夫
さ
ん
が
会
長
を
務
め

る
氷
室
俳
句
の
会
が
2
月
3
日
、

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
を
訪
れ
「
第

１
回
ジ
オ
パ
ー
ク
吟
行
句
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
氷
室
俳
句
の
会

は
京
都
を
中
心
に
活
動
し
て
お

り
、
全
国
に
支
部
を
持
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
群
馬
支
部
の
皆
さ
ん

も
お
越
し
い
た
だ
き
、
総
勢
22
名

の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
中

は
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
に
よ
る
ま
ち
な

か
ツ
ア
ー
、
お
昼
に
下
仁
田
ね
ぎ

の
す
き
焼
き
を
食
べ
、
午
後
に
ツ

ア
ー
で
見
た
も
の
、
当
日
の
情
景

を
題
材
に
し
た
句
会
が
行
な
わ
れ

た
く
さ
ん
の
素
敵
な
俳
句
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
前
日
の
大
雪
の
影
響

も
あ
り
ま
し
た
が
、
雪
に
よ
っ
て

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
く
な
っ
た
根

な
し
山
や
凍
っ
た
鏑
川
な
ど
普
段

と
違
う
下
仁
田
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
ジ
オ
の
日
清
掃
活
動
：
今
年
も

“
青
岩
公
園
”
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
!!

●
日
時
　
３
月
20
日
（
火
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
場
所
　
青
岩
公
園
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
青
岩
公
園

●
持
ち
物
　
軍
手
、
作
業
し
や
す

い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し

ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間

程
度
の
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料
　
大
人
2
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０
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SHIMONITA　INFORMATION

　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
ご
み
焼
却
施
設
・

ご
み
資
源
化
施
設
の
現
場
作
業
従

事
等
（
月
15
日
程
度
）
　

（
勤
務
時
間
：
９
時
〜
15
時
）

●
募
集
人
数
　
１
名

●
採
用
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
６
カ
月
（
予
定
）

●
賃
　
金
　
下
仁
田
町
臨
時
的
任

用
職
員
賃
金
支
給
要
領
に
基
づ
き

支
給
　

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
を
貼

付
）
の
上
、
組
合
事
務
局
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
不
可
）

●
申
込
期
間
　
平
成
30
年
３
月
６

日
（
火
）
か
ら
平
成
30
年
３
月
１

２
日
（
月
）
ま
で
の
土
曜
日
、
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

●
面
接
日
　
書
類
審
査
後
、
別
途

連
絡
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境

衛
生
施
設
組
合
事
務
局

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
1
1
　

　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

臨
時
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
学
校
給
食
調
理
業

務
（
調
理
師
資
格
不
問
）

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
４
月
か
ら

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
実
労
７
時
間
30
分

●
賃
金
等
　
町
臨
時
的
任
用
職
員

賃
金
支
給
要
領
に
よ
る

●
申
込
期
限
　
平
成
30
年
３
月
16

日
（
金
）

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）
の

上
、
土
曜
、
日
曜
を
除
く
午
前
８
時

15
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間

に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
下
仁
田

町
大
字
下
仁
田
52
番
地
１
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

●
面
接
日
　
別
途
連
絡
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
　
☎
82
―
2
5
4
2

●
業
務
内
容
　
中
学
校
図
書
室
の

管
理
・
整
備
、
読
書
活
動
の
推
進

等●
募
集
人
員
　
1
名

●
賃
　
　
金
　
時
給
8
0
0
円

●
保
険
関
係
　
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
加
入

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
4
月
1

日
か
ら
6
か
月
間
（
夏
季
等
休
業

期
間
除
く
。
継
続
あ
り
）

●
勤
務
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

3
時

●
申
込
手
続
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
を
添

付
）
の
う
え
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間
　
平
成
30
年
3
月
5

日
（
月
）
か
ら
3
月
19
日
（
月
）

ま
で
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で

●
面
接
日
　
書
類
審
査
後
、
別
途

連
絡
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係
　
☎
0
2
7
4
―
82

―
2
1
1
5

「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家

庭
内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の

相
談
に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
３
月
15
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住

民
係
　
☎
82
―
２
１
１
２

●
日
時
　
３
月
６
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
0
　
総
務
課
直
通

●
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3
月

１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

『 

火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習

慣
に 

』
が
全
国
統
一
防
火
標
語
で

す
。
春
は
空
気
が
乾
燥
し
突
風
が

吹
く
こ
と
か
ら
、
た
ば
こ
や
た
き

火
の
不
始
末
が
原
因
で
火
災
に
至

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
統
計
に
よ
る
と
、
全
火
災

の
月
別
出
火
件
数
及
び
、
林
野
火

災
の
月
別
出
火
件
数
は
3
月
が
最

も
多
く
な
っ
て
お
り
、
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防

の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
設
置
し
ま
し
た
か
？
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に

よ
る
煙
又
は
熱
を
素
早
く
感
知

し
、
警
報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
全
国
統
計
で
は
平
成

28
年
中
の
住
宅
火
災
で
の
死
者
数

は
8
8
5
人
で
、
就
寝
中
の
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
死
者
数
は
4
4
0
人

と
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
2
階
で
就
寝
し
て
い
た
と
こ
ろ

1
階
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
階
段

や
寝
室
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

鳴
動
し
た
た
め
、
早
い
避
難
と
な

り
一
命
を
取
り
留
め
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
約
10
年
経
過
す
る
と
電
池
切

れ
や
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
正
常

に
作
動
し
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
有
効
活
用
す
る
た
め
に
定

期
的
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

中
に
は
、
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
富
岡
甘
楽
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
ぬ
り
え
展
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
消
防
署
に
問
合
せ
、
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皮
膚
科
が
、
３
月
９
日

（
金
）
、
23
日
（
金
）
休
診
と
な

り
、
代
診
と
し
て
３
月
12
日

（
月
）
、
26
日
（
月
）
診
療
を
行

い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
が
、
３
月

15
日
（
木
）
、
循
環
器
内
科
が
、

３
月
23
日
（
金
）
、
休
診
と
な
り

ま
す
。
（
都
合
に
よ
り
、
休
診
に

な
る
診
療
科
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　
幼
児
健
診
の
た
め
、
３
月
23
日

（
金
）
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
内
科
診
療
に
つ
い
て

　
午
後
の
内
科
（
一
般
診
療
）
の

予
約
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予

約
は
、
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
で
す
。
（
急
患
に
つ
き
ま
し

て
は
、
随
時
、
受
付
け
て
い
ま

す
。
）

※
初
診
の
方
は
、
予
約
が
取
れ
ま

せ
ん
の
で
、
当
日
の
受
付
で
お
願

い
し
ま
す
。

※
医
師
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
0
2
7
4
―
82
―
３
５
５
５

●
小
児
科
休
日
救
急
外
来
診
療
体

制
に
つ
い
て

　
公
立
富
岡
総
合
病
院
で
は
、
平

成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
休
日
の

小
児
救
急
医
療
確
保
の
た
め
、
富

岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
小
児
救
急
診
療
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
公
立
富
岡
総
合
病
院
で

行
わ
れ
て
い
る
小
児
科
病
院
群
輪

番
制
当
番
日
の
休
日
救
急
外
来
診

療
は
、
医
師
会
所
属
の
医
師
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
き
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
引
き
続
き
当
地

域
の
休
日
小
児
救
急
医
療
の
維
持

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
医

師
会
所
属
協
力
医
師
及
び
診
療
日

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
協
力
医
師

青
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
栁
　
由
里
子
先
生

宮
崎
医
院

宮
崎
　
誠
先
生

も
み
の
木
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

菊
池
　
修
先
生

●
診
療
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

●
診
療
場
所
　
公
立
富
岡
総
合
病

院
　
救
急
室

広
報しもにた

(http://fdto-ka.sakura.ne.jp/)　

月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

診療日（第１日曜日）
４月１日
５月６日
６月３日
７月１日
８月５日
９月２日
１０月７日
１１月４日
１２月２日
１月６日
２月３日
３月３日

診療日（第３日曜日）
４月１５日
５月２０日
６月１７日
７月１５日
８月１９日
９月１６日
１０月２１日
１１月１８日
１２月１６日
１月２０日
２月１７日
３月１７日

診療医師名
菊池先生
小栁先生
菊池先生

菊池先生

菊池先生
小栁先生
菊池先生
小栁先生
菊池先生
小栁先生

診療医師名
宮崎先生

宮崎先生
小栁先生
宮崎先生
小栁先生

宮崎先生

宮崎先生
宮崎先生

※その他の休日で当番病院がわからない場合は、ご案内いたしますので、お問い合わせください。（☎６３－２１１１）

●診療日・医師名

お知らせ版お知らせ版

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

町
教
育
委
員
会
で
は
学
校
図
書

室
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

人
権
相
談

行
政
相
談

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
ご
み
焼
却
施
設
・

ご
み
資
源
化
施
設
の
現
場
作
業
従

事
等
（
月
15
日
程
度
）
　

（
勤
務
時
間
：
９
時
〜
15
時
）

●
募
集
人
数
　
１
名

●
採
用
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
６
カ
月
（
予
定
）

●
賃
　
金
　
下
仁
田
町
臨
時
的
任

用
職
員
賃
金
支
給
要
領
に
基
づ
き

支
給
　

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
を
貼

付
）
の
上
、
組
合
事
務
局
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
不
可
）

●
申
込
期
間
　
平
成
30
年
３
月
６

日
（
火
）
か
ら
平
成
30
年
３
月
１

２
日
（
月
）
ま
で
の
土
曜
日
、
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

●
面
接
日
　
書
類
審
査
後
、
別
途

連
絡
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境

衛
生
施
設
組
合
事
務
局

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
1
1
　

　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

臨
時
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
　
学
校
給
食
調
理
業

務
（
調
理
師
資
格
不
問
）

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
４
月
か
ら

●
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
実
労
７
時
間
30
分

●
賃
金
等
　
町
臨
時
的
任
用
職
員

賃
金
支
給
要
領
に
よ
る

●
申
込
期
限
　
平
成
30
年
３
月
16

日
（
金
）

●
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）
の

上
、
土
曜
、
日
曜
を
除
く
午
前
８
時

15
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間

に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
下
仁
田

町
大
字
下
仁
田
52
番
地
１
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

●
面
接
日
　
別
途
連
絡
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
　
☎
82
―
2
5
4
2

●
業
務
内
容
　
中
学
校
図
書
室
の

管
理
・
整
備
、
読
書
活
動
の
推
進

等●
募
集
人
員
　
1
名

●
賃
　
　
金
　
時
給
8
0
0
円

●
保
険
関
係
　
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
加
入

●
採
用
期
日
　
平
成
30
年
4
月
1

日
か
ら
6
か
月
間
（
夏
季
等
休
業

期
間
除
く
。
継
続
あ
り
）

●
勤
務
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後

3
時

●
申
込
手
続
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
を
添

付
）
の
う
え
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間
　
平
成
30
年
3
月
5

日
（
月
）
か
ら
3
月
19
日
（
月
）

ま
で
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で

●
面
接
日
　
書
類
審
査
後
、
別
途

連
絡
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係
　
☎
0
2
7
4
―
82

―
2
1
1
5

「
い
じ
め
」
「
児
童
虐
待
」
「
家

庭
内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の

相
談
に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
３
月
15
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
３
階

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住

民
係
　
☎
82
―
２
１
１
２

●
日
時
　
３
月
６
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
役
場

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
0
　
総
務
課
直
通

●
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3
月

１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

『 

火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習

慣
に 

』
が
全
国
統
一
防
火
標
語
で

す
。
春
は
空
気
が
乾
燥
し
突
風
が

吹
く
こ
と
か
ら
、
た
ば
こ
や
た
き

火
の
不
始
末
が
原
因
で
火
災
に
至

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
統
計
に
よ
る
と
、
全
火
災

の
月
別
出
火
件
数
及
び
、
林
野
火

災
の
月
別
出
火
件
数
は
3
月
が
最

も
多
く
な
っ
て
お
り
、
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防

の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
設
置
し
ま
し
た
か
？
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に

よ
る
煙
又
は
熱
を
素
早
く
感
知

し
、
警
報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。
全
国
統
計
で
は
平
成

28
年
中
の
住
宅
火
災
で
の
死
者
数

は
8
8
5
人
で
、
就
寝
中
の
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
死
者
数
は
4
4
0
人

と
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
2
階
で
就
寝
し
て
い
た
と
こ
ろ

1
階
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
階
段

や
寝
室
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

鳴
動
し
た
た
め
、
早
い
避
難
と
な

り
一
命
を
取
り
留
め
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
約
10
年
経
過
す
る
と
電
池
切

れ
や
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
正
常

に
作
動
し
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
有
効
活
用
す
る
た
め
に
定

期
的
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

中
に
は
、
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
富
岡
甘
楽
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
「
ぬ
り
え
展
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
消
防
署
に
問
合
せ
、
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
皮
膚
科
が
、
３
月
９
日

（
金
）
、
23
日
（
金
）
休
診
と
な

り
、
代
診
と
し
て
３
月
12
日

（
月
）
、
26
日
（
月
）
診
療
を
行

い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
が
、
３
月

15
日
（
木
）
、
循
環
器
内
科
が
、

３
月
23
日
（
金
）
、
休
診
と
な
り

ま
す
。
（
都
合
に
よ
り
、
休
診
に

な
る
診
療
科
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　
幼
児
健
診
の
た
め
、
３
月
23
日

（
金
）
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
内
科
診
療
に
つ
い
て

　
午
後
の
内
科
（
一
般
診
療
）
の

予
約
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
予

約
は
、
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
で
す
。
（
急
患
に
つ
き
ま
し

て
は
、
随
時
、
受
付
け
て
い
ま

す
。
）

※
初
診
の
方
は
、
予
約
が
取
れ
ま

せ
ん
の
で
、
当
日
の
受
付
で
お
願

い
し
ま
す
。

※
医
師
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
0
2
7
4
―
82
―
３
５
５
５

●
小
児
科
休
日
救
急
外
来
診
療
体

制
に
つ
い
て

　
公
立
富
岡
総
合
病
院
で
は
、
平

成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
休
日
の

小
児
救
急
医
療
確
保
の
た
め
、
富

岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
の
協
力
に
よ

り
小
児
救
急
診
療
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
公
立
富
岡
総
合
病
院
で

行
わ
れ
て
い
る
小
児
科
病
院
群
輪

番
制
当
番
日
の
休
日
救
急
外
来
診

療
は
、
医
師
会
所
属
の
医
師
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
き
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
引
き
続
き
当
地

域
の
休
日
小
児
救
急
医
療
の
維
持

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
医

師
会
所
属
協
力
医
師
及
び
診
療
日

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
協
力
医
師

青
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
栁
　
由
里
子
先
生

宮
崎
医
院

宮
崎
　
誠
先
生

も
み
の
木
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

菊
池
　
修
先
生

●
診
療
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

●
診
療
場
所
　
公
立
富
岡
総
合
病

院
　
救
急
室

広
報しもにた

(http://fdto-ka.sakura.ne.jp/)　

月
４月
５月
６月
７月
８月
９月
１０月
１１月
１２月
１月
２月
３月

診療日（第１日曜日）
４月１日
５月６日
６月３日
７月１日
８月５日
９月２日
１０月７日
１１月４日
１２月２日
１月６日
２月３日
３月３日

診療日（第３日曜日）
４月１５日
５月２０日
６月１７日
７月１５日
８月１９日
９月１６日
１０月２１日
１１月１８日
１２月１６日
１月２０日
２月１７日
３月１７日

診療医師名
菊池先生
小栁先生
菊池先生

菊池先生

菊池先生
小栁先生
菊池先生
小栁先生
菊池先生
小栁先生

診療医師名
宮崎先生

宮崎先生
小栁先生
宮崎先生
小栁先生

宮崎先生

宮崎先生
宮崎先生

※その他の休日で当番病院がわからない場合は、ご案内いたしますので、お問い合わせください。（☎６３－２１１１）

●診療日・医師名

お知らせ版お知らせ版

臨
時
職
員
募
集

臨
時
職
員
募
集

町
教
育
委
員
会
で
は
学
校
図
書

室
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

人
権
相
談

行
政
相
談

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFORMATION

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課
　

国
保
係
　
☎
０
２
７
４
―
64
―
８

８
０
１
（
直
通
）

　
富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
で
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
「
か
ぶ
ら
在
宅

療
養
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）
」
を
開
設

し
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
推

進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
か
ら
の
事
業
拡
充
に
伴

い
、
職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
１
〜
2
人

●
給
　
　料
　
資
格
、
前
歴
等
を

勘
案
し
て
決
定
（
社
会
保
険
・
雇

用
保
険
加
入
）
。

●
勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
9
時
〜
17
時

※
但
し
場
合
に
よ
っ
て
は
超
過
勤

務
あ
り

●
内
　
　容
　
地
域
の
在
宅
医
療

と
介
護
の
連
携
を
支
援
す
る
相
談

窓
口
の
運
営
を
行
う
。
医
療
・
介

護
関
係
者
な
ど
か
ら
の
相
談
へ
の

対
応
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、

退
院
の
際
の
医
療
関
係
者
と
介
護

関
係
者
の
連
携
の
調
整
や
相
互
の

紹
介
な
ど
を
行
う
。

●
勤
務
地
　
富
岡
市
七
日
市

5
5
3
―
1
　
富
岡
医
療
セ
ン

タ
ー
内
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）

●
申
込
先
　
富
岡
市
甘
楽
郡
医
師

会
事
務
局
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）

☎
0
2
7
4
―
67
―
5
5
6
6

〒
3
7
0
―
2
3
4
3
富
岡
市
七

日
市
5
5
3
―
1

●
応
募
方
法
　
富
岡
市
甘
楽
郡
医

師
会
事
務
局
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）

へ
ご
連
絡
後
、
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
事
務
局
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
富
岡
市
ま
た
は
甘

楽
郡
在
勤
・
在
住
で
や
る
気
の
あ

る
人
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有
し

実
務
経
験
が
あ
る
人
が
望
ま
し

い
）
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
市
甘
楽
郡

医
師
会
事
務
局
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ

ト
）
☎
0
2
7
4
―
67
―

5
5
6
6

　
手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
聴
覚
、
言
語
機
能
、
音

声
機
能
等
の
障
害
の
た
め
、
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
の
あ
る

障
害
者
等
の
自
立
し
た
日
常
生
活

又
は
社
会
生
活
を
支
援
し
、
も
っ

て
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
研
修
の
種
類
と
受
講
定
員

基
本
コ
ー
ス
　
全
33
回

定
員
　
20
名

応
用
コ
ー
ス
　
全
33
回

定
員
　
20
名

実
践
コ
ー
ス
　
全
18
回

定
員
　
20
名

※
各
コ
ー
ス
と
も
受
講
者
の
人
数

に
よ
っ
て
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町
13

―
12
）

●
受
講
申
し
込
み
方
法
及
び
申
込
先

　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話

番
号
・
受
講
コ
ー
ス
を
記
入
し
下

記
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市

新
前
橋
町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
3
階

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
　
手
話
通
訳

者
養
成
研
修
係

●
申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
30
年
3
月
16
日
（
金
）
〜

4
月
3
日
（
火
）
　
必
着

●
修
了
証
の
交
付

　
基
本
、
応
用
、
実
践
コ
ー
ス
と

も
実
技
に
80
％
以
上
か
つ
全
講
義

に
出
席
し
、
館
長
が
認
め
た
者
に

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
（
た
だ
し

講
義
欠
席
の
場
合
は
レ
ポ
ー
ト
提

出
に
よ
り
出
席
扱
い
と
す
る
）
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
聴
覚
障

害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

〒
3
7
1
―
0
8
4
3

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12
　
群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
６
３
３

℻
０
２
７
―
２
５
５
―
６
６
３
４

広
報しもにた

●
町
内
渡
御
（
山
車
）

３
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

午
後
８
時

●
境
内
開
市

３
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

※
雨
天
の
場
合
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

下
仁
田
町
観
光
協
会
　
☎
67
―
７

５
０
０

　
平
成
30
年
３
月
５
日
（
月
）

に
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
住
基
ネ
ッ

ト
）
の
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
の
更
新
作
業
を
行
い
ま

す
。
こ
の
日
は
住
基
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
手
続
き
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
手
続

き
と
は

◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付

◯
電
子
証
明
書
の
発
行

◯
広
域
交
付
住
民
票
の
交
付

◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

転
出
入
手
続

◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
継
続

利
用
登
録

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住

民
係
（
内
線
３
３
２
）

　
平
成
30
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　時
　
4
月
24
日
（
火
）

4
月
25
日
（
水
）

●
会
　場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識

及
び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　
資
格
取
得
希
望
者
、

収
容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管

理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対

象
事
業
所
等
）

●
講
習
費
用
　
7
，
5
0
0
円

●
受
付
期
間
　
4
月
3
日
（
火
）

〜
4
月
4
日
（
水
）
（
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
）

●
受
講
定
数
　
1
0
0
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
受
付
場
所
　
一
般
社
団
法
人
　

群
馬
県
消
防
設
備
協
会

☎
0
2
7
―
2
1
0
―
8
2
2
2

℻
0
2
7
―
2
1
0
―
8
2
2
3

U
RL

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
仁
田
町
景
観
条
例
に
よ
り
、

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
町
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

「
住
宅
等
及
び
工
作
物
（
柵
・

塀
・
門
・
太
陽
光
発
電
も
）
の
新

築
、
増
改
築
、
移
転
、
撤
去
、
外

観
の
修
繕
、
外
観
の
模
様
替
え
、

外
観
の
色
彩
の
変
更
（
屋
根
・
壁

等
）
」
建
築
確
認
の
届
出
を
す
る

前
に
、
町
へ
景
観
の
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
町
の
景
観
計
画
に
適
合
し
な
い

と
み
な
さ
れ
る
建
築
物
等
に
は
、

町
か
ら
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
ち
の
風
景
を
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
事
務
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
･
届
出
先

建
設
ガ
ス
水
道
課 

管
理
係
　
直
通

☎
64
―
8
8
0
7

　
お
客
様
の
敷
地
内
で
杭
を
打

つ
・
地
面
を
掘
り
返
す
等
の
作
業

を
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
ガ
ス

管
や
水
道
管
な
ど
の
埋
設
物
に
つ

い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
気
が
つ
か
な
い
で
パ
イ
プ
を
破

損
し
て
し
ま
う
と
、
修
理
費
用
が

掛
か
っ
た
り
利
用
者
に
迷
惑
が
掛

か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　建
設
ガ
ス
水
道

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
8

（
課
直
通
）

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

収
集
場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。

・
乾
電
池
、
体
温
計
は
、
中
身
が
見

え
る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏

名
を
書
い
て
出
し
て
下
さ
い
。

・
蛍
光
管
は
、
束
ね
る
か
（
束
ね

た
も
の
に
は
氏
名
記
入
）
、
透
明

な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境

衛
生
施
設
組
合
事
務
局
（
下
仁
田

町
役
場
内
）
☎
64
―
8
8
1
1

U
RL
http://w

w
w
.gunm

a-com
ipura.jp/

http://www.syoubounet.jp/gunm
a/

お知らせ版お知らせ版

平
成
30
年
度
群
馬
県
聴
覚
障
害
者

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

手
話
通
訳
者
養
成
研
修

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
に
つ
い
て

住
宅
や
工
作
物
の
建
築・

増
改
築
等
を
す
る
際
は
町
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

注
意
　
敷
地
内
を
掘
削
す
る

時
に
は
ご
用
心

３
月
は
、乾
電
池
、体
温
計
、

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

在
宅
医
療
介
護
連
携
相
談

職
員
の
募
集
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

住
基
ネ
ッ
ト
の一時
停
止
の

お
知
ら
せ

山
際
稲
荷
神
社
例
大
祭

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFORMATION

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
保
険
課
　

国
保
係
　
☎
０
２
７
４
―
64
―
８

８
０
１
（
直
通
）

　
富
岡
市
甘
楽
郡
医
師
会
で
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
「
か
ぶ
ら
在
宅

療
養
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）
」
を
開
設

し
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
推

進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
か
ら
の
事
業
拡
充
に
伴

い
、
職
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
１
〜
2
人

●
給
　
　料
　
資
格
、
前
歴
等
を

勘
案
し
て
決
定
（
社
会
保
険
・
雇

用
保
険
加
入
）
。

●
勤
務
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
9
時
〜
17
時

※
但
し
場
合
に
よ
っ
て
は
超
過
勤

務
あ
り

●
内
　
　容
　
地
域
の
在
宅
医
療

と
介
護
の
連
携
を
支
援
す
る
相
談

窓
口
の
運
営
を
行
う
。
医
療
・
介

護
関
係
者
な
ど
か
ら
の
相
談
へ
の

対
応
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、

退
院
の
際
の
医
療
関
係
者
と
介
護

関
係
者
の
連
携
の
調
整
や
相
互
の

紹
介
な
ど
を
行
う
。

●
勤
務
地
　
富
岡
市
七
日
市

5
5
3
―
1
　
富
岡
医
療
セ
ン

タ
ー
内
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）

●
申
込
先
　
富
岡
市
甘
楽
郡
医
師

会
事
務
局
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）

☎
0
2
7
4
―
67
―
5
5
6
6

〒
3
7
0
―
2
3
4
3
富
岡
市
七

日
市
5
5
3
―
1

●
応
募
方
法
　
富
岡
市
甘
楽
郡
医

師
会
事
務
局
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ
ト
）

へ
ご
連
絡
後
、
３
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
事
務
局
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
富
岡
市
ま
た
は
甘

楽
郡
在
勤
・
在
住
で
や
る
気
の
あ

る
人
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有
し

実
務
経
験
が
あ
る
人
が
望
ま
し

い
）
。

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
市
甘
楽
郡

医
師
会
事
務
局
（
か
ぶ
ら
ネ
ッ

ト
）
☎
0
2
7
4
―
67
―

5
5
6
6

　
手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
聴
覚
、
言
語
機
能
、
音

声
機
能
等
の
障
害
の
た
め
、
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
の
あ
る

障
害
者
等
の
自
立
し
た
日
常
生
活

又
は
社
会
生
活
を
支
援
し
、
も
っ

て
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
増
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
研
修
の
種
類
と
受
講
定
員

基
本
コ
ー
ス
　
全
33
回

定
員
　
20
名

応
用
コ
ー
ス
　
全
33
回

定
員
　
20
名

実
践
コ
ー
ス
　
全
18
回

定
員
　
20
名

※
各
コ
ー
ス
と
も
受
講
者
の
人
数

に
よ
っ
て
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町
13

―
12
）

●
受
講
申
し
込
み
方
法
及
び
申
込
先

　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話

番
号
・
受
講
コ
ー
ス
を
記
入
し
下

記
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
3
7
1
―
0
8
4
3
　
前
橋
市

新
前
橋
町
13
―
12
　
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
3
階

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
　
手
話
通
訳

者
養
成
研
修
係

●
申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
30
年
3
月
16
日
（
金
）
〜

4
月
3
日
（
火
）
　
必
着

●
修
了
証
の
交
付

　
基
本
、
応
用
、
実
践
コ
ー
ス
と

も
実
技
に
80
％
以
上
か
つ
全
講
義

に
出
席
し
、
館
長
が
認
め
た
者
に

修
了
証
を
交
付
し
ま
す
（
た
だ
し

講
義
欠
席
の
場
合
は
レ
ポ
ー
ト
提

出
に
よ
り
出
席
扱
い
と
す
る
）
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
聴
覚
障

害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

〒
3
7
1
―
0
8
4
3

前
橋
市
新
前
橋
町
13
―
12
　
群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
６
３
３

℻
０
２
７
―
２
５
５
―
６
６
３
４

広
報しもにた

●
町
内
渡
御
（
山
車
）

３
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

午
後
８
時

●
境
内
開
市

３
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

※
雨
天
の
場
合
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

下
仁
田
町
観
光
協
会
　
☎
67
―
７

５
０
０

　
平
成
30
年
３
月
５
日
（
月
）

に
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
住
基
ネ
ッ

ト
）
の
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
の
更
新
作
業
を
行
い
ま

す
。
こ
の
日
は
住
基
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
手
続
き
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
手
続

き
と
は

◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付

◯
電
子
証
明
書
の
発
行

◯
広
域
交
付
住
民
票
の
交
付

◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

転
出
入
手
続

◯
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
継
続

利
用
登
録

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課
住

民
係
（
内
線
３
３
２
）

　
平
成
30
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　時
　
4
月
24
日
（
火
）

4
月
25
日
（
水
）

●
会
　場
　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識

及
び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　
資
格
取
得
希
望
者
、

収
容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管

理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対

象
事
業
所
等
）

●
講
習
費
用
　
7
，
5
0
0
円

●
受
付
期
間
　
4
月
3
日
（
火
）

〜
4
月
4
日
（
水
）
（
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
）

●
受
講
定
数
　
1
0
0
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
受
付
場
所
　
一
般
社
団
法
人
　

群
馬
県
消
防
設
備
協
会

☎
0
2
7
―
2
1
0
―
8
2
2
2

℻
0
2
7
―
2
1
0
―
8
2
2
3

U
RL

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
下
仁
田
町
景
観
条
例
に
よ
り
、

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
町
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

「
住
宅
等
及
び
工
作
物
（
柵
・

塀
・
門
・
太
陽
光
発
電
も
）
の
新

築
、
増
改
築
、
移
転
、
撤
去
、
外

観
の
修
繕
、
外
観
の
模
様
替
え
、

外
観
の
色
彩
の
変
更
（
屋
根
・
壁

等
）
」
建
築
確
認
の
届
出
を
す
る

前
に
、
町
へ
景
観
の
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
町
の
景
観
計
画
に
適
合
し
な
い

と
み
な
さ
れ
る
建
築
物
等
に
は
、

町
か
ら
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
ち
の
風
景
を
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
事
務
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
･
届
出
先

建
設
ガ
ス
水
道
課 

管
理
係
　
直
通

☎
64
―
8
8
0
7

　
お
客
様
の
敷
地
内
で
杭
を
打

つ
・
地
面
を
掘
り
返
す
等
の
作
業

を
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
ガ
ス

管
や
水
道
管
な
ど
の
埋
設
物
に
つ

い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
気
が
つ
か
な
い
で
パ
イ
プ
を
破

損
し
て
し
ま
う
と
、
修
理
費
用
が

掛
か
っ
た
り
利
用
者
に
迷
惑
が
掛

か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　建
設
ガ
ス
水
道

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
8

（
課
直
通
）

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

収
集
場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。

・
乾
電
池
、
体
温
計
は
、
中
身
が
見

え
る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏

名
を
書
い
て
出
し
て
下
さ
い
。

・
蛍
光
管
は
、
束
ね
る
か
（
束
ね

た
も
の
に
は
氏
名
記
入
）
、
透
明

な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

割
れ
た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え

な
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境

衛
生
施
設
組
合
事
務
局
（
下
仁
田

町
役
場
内
）
☎
64
―
8
8
1
1

U
RL
http://w

w
w
.gunm

a-com
ipura.jp/

http://www.syoubounet.jp/gunm
a/

お知らせ版お知らせ版

平
成
30
年
度
群
馬
県
聴
覚
障
害
者

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

手
話
通
訳
者
養
成
研
修

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
に
つ
い
て

住
宅
や
工
作
物
の
建
築・

増
改
築
等
を
す
る
際
は
町
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

注
意
　
敷
地
内
を
掘
削
す
る

時
に
は
ご
用
心

３
月
は
、乾
電
池
、体
温
計
、

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

在
宅
医
療
介
護
連
携
相
談

職
員
の
募
集
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

住
基
ネ
ッ
ト
の一時
停
止
の

お
知
ら
せ

山
際
稲
荷
神
社
例
大
祭

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFORMATION

●
加
入
要
件

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
や
国
民
年

金
基
金
加
入
者
で
な
い
こ
と
）

②
年
間
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

●
積
立
方
式
　保
険
料
と
そ
の
運

用
益
を
積
み
立
て
、
将
来
受
け
取

る
年
金
に
使
用
（
少
子
高
齢
化
に

強
い
方
式
）

●
脱
退
・
再
加
入
が
自
由

積
立
額
に
応
じ
て
年
金
受
給

●
保
険
料
　月
額
２
万
円
か
ら
６

万
７
千
円
の
間
で
選
べ
、
い
つ
で

も
変
更
可
能
（
千
円
単
位
）

※
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象

●
終
身
年
金

　原
則
65
歳
か
ら

「
農
業
者
老
齢
年
金
」
受
給
、
年

金
額
は
生
涯
変
更
無
し

※
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
死

亡
の
場
合
、
「
死
亡
一
時
金
」
を

遺
族
に
支
払
　

●
加
入
の
手
続
き

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

【
年
金
加
入
者
・
受
給
者
関
係
】

●
届
出

○
住
所
・
氏
名
等
変
更
が
あ
っ
た
場
合

○
口
座
番
号
を
変
更
し
た
い
場
合

○
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合

○
特
例
付
加
年
金
受
給
者
等
が
農

業
を
再
開
し
た
場
合

※
こ
の
他
に
も
届
出
の
種
類
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
届
出
場
所

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

●
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

☎
82
―
４
５
３
１

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
64
―
８
８
０
６

農
業
者
年
金
基
金

☎
０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
条
件
や

労
務
管
理
上
の
疑
問
点
を
確
認
で
き

る
た
め
の
情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
確
か
め
よ
う
　
労
働
条
件
」
を
解

説
し
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
を
確
か

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
群
馬
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
労
働
条
件
に
関
す
る
総
合
情
報
サ

イ
ト
　
確
か
め
よ
う
　
労
働
条
件
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
。

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅
　

●
募
集
戸
数  

２
戸
（
昭
和
57
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
2
階
建
、

洋
室
3
D
K
　
約
65
㎡

●
家
賃
　
1
6
，
1
0
0
円
〜

2
3
，
9
0
0
円
の
間
（
所
得
に

応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台

月
額
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
3
，
2
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族

要
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
３
月
１
日
（
木
）

〜
13
日
（
火
）
平
日 

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
３
月
下
旬
（
最
短

の
場
合
）

※
募
集
戸
数
よ
り
も
申
込
者
が
多

い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等
（
平

成
28
年
分
）
、
納
税
証
明
書
、
そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
課
　
管
理
係
　

☎
64
―
8
8
0
7
（
直
通
）

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
１
戸
（
昭
和
63
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
２
階
建
・
３
Ｄ

Ｋ
、
約
70
㎡

●
家
　賃
　
1
6
，
5
0
0
円
〜

2
4
，
6
0
0
円
（
所
得
に
応
じ

て
算
出
）

●
駐
車
台
数
　
１
台

月
額
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費 

3
，

4
0
0
円

●
資
　格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親

族
用
件
等

●
敷
　金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
３
月
１
日
（
木
）

〜
13
日
（
火
）
平
日
　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
入
居
予
定
　
３
月
下
旬
（
最
短

の
場
合
）

※
募
集
戸
数
よ
り
も
申
込
者
が
多

い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等
（
平

成
28
年
分
）
、
納
税
証
明
書
、
そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
管
理
係
　
直
通

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
7

広
報しもにた

〜
新
築
の
町
営
住
宅
も
あ
り
ま
す
！

入
居
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
!!
〜

　
小
中
学
校
や
役
場
・
公
民
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
近
く
、
町
営

住
宅
で
す
の
で
家
賃
も
低
額
で

す
。
入
居
要
件
が
あ
り
ま
す
。
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
宅
内
の
見
学
も
で
き
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
伊
勢
山
下
団
地
Ｅ
棟
・
Ｆ
棟

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
４
戸
（
平
成
29
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建

3
D
K 

約
76
・
18
㎡

●
家
賃
　
2
6
，
9
0
0
円
〜

4
0
，
0
0
0
円
の
間
（
所
得
に

応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
あ
り

月
額
１
台
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
　（
浄
化
槽
管
理
費
）

3
，
3
0
0
円

②
伊
勢
山
下
団
地
Ｂ
棟
・
Ｃ
棟
・
Ｄ
棟

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
３
戸
（
平
成
22
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
3
D
K 

約
73
・
6
㎡

●
家
賃
　
2
5
，
5
0
0
円
〜

3
8
，
0
0
0
円
の
間
（
所
得
に

応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
あ
り

月
額
１
台
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
（
浄
化
槽
管
理
費
）
　

3
，
3
0
0
円

③
下
町
住
宅

●
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定
住
促

進
（
勤
労
者
）
住
宅

●
募
集
戸
数
　
１
戸
（
平
成
23
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
１
Ｄ
Ｋ 

延
床
面
積

44
・
71
㎡

●
家
賃
　
2
6
，
0
0
0
円

（
定
額
） 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
3
，
8
0
0
円

●
駐
車
場
　
な
し

●
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定
又
は

転
入
後
３
年
以
内
の
者
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
期
間
　
２
年
以
内

●
資
格
　
所
得
制
限
（
伊
勢
山
下

団
地
の
み
）
、
扶
養
親
族
要
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
　
随
時
受
付
し
て
お
り
ま

す
平
日 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等
（
平

成
28
年
分
）
、
納
税
証
明
書
、
そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

http://gunm
a-roudoukyoku.jsite.

m
hlw
.go.jp/

http://w
w
w
.check-roudou.m

hlw
.

go.jp/

過
去
5
年
分
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
が

納
め
ら
れ
ま
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
皆
さ
ま
へ

　
後
納
制
度
と
は
、時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、平
成
27
年
１０
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に

限
り
、過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、年
金
額
が
増
え
た
り
、納
付
し
た

期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格
を
得

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

 

特
定
期
間
と
な
っ
て
い
る
期
間
は
特
例
追
納
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、原
則
と
し
て
翌
月
末
日
ま
で
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
場
合
、障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、滞
納
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
が
知
り
た
い
方

■
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
崎
年
金
事
務
所
　（
☎
０
２
７
｜
３
２
２
｜
4
2
9
9
）

■
お
電
話
に
よ
る
相
談
は「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」へ

（
☎
０
５
７
｜
０
0
3
｜
０
0
4)

受
付
時
間
…
月
〜
金
曜
日
　

               

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

　
　
　
　
　
第
２
土
曜
日

               

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

お知らせ版お知らせ版

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
確
か
め
よ
う

労
働
条
件
」の
ご
案
内

町
営
東
団
地
入
居
者
募
集

浴
室
等
、リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
！

町
営
吉
崎
団
地
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
随
時
募
集
中
で
す
！

農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金

【
農
業
者
年
金
】に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
　

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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SHIMONITA　INFORMATION

●
加
入
要
件

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
や
国
民
年

金
基
金
加
入
者
で
な
い
こ
と
）

②
年
間
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

●
積
立
方
式
　保
険
料
と
そ
の
運

用
益
を
積
み
立
て
、
将
来
受
け
取

る
年
金
に
使
用
（
少
子
高
齢
化
に

強
い
方
式
）

●
脱
退
・
再
加
入
が
自
由

積
立
額
に
応
じ
て
年
金
受
給

●
保
険
料
　月
額
２
万
円
か
ら
６

万
７
千
円
の
間
で
選
べ
、
い
つ
で

も
変
更
可
能
（
千
円
単
位
）

※
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象

●
終
身
年
金

　原
則
65
歳
か
ら

「
農
業
者
老
齢
年
金
」
受
給
、
年

金
額
は
生
涯
変
更
無
し

※
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
死

亡
の
場
合
、
「
死
亡
一
時
金
」
を

遺
族
に
支
払
　

●
加
入
の
手
続
き

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

【
年
金
加
入
者
・
受
給
者
関
係
】

●
届
出

○
住
所
・
氏
名
等
変
更
が
あ
っ
た
場
合

○
口
座
番
号
を
変
更
し
た
い
場
合

○
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合

○
特
例
付
加
年
金
受
給
者
等
が
農

業
を
再
開
し
た
場
合

※
こ
の
他
に
も
届
出
の
種
類
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
届
出
場
所

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

●
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
甘
楽
富
岡
下
仁
田
支
所

☎
82
―
４
５
３
１

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
64
―
８
８
０
６

農
業
者
年
金
基
金

☎
０
３
―
３
５
０
２
―
３
１
９
９

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
条
件
や

労
務
管
理
上
の
疑
問
点
を
確
認
で
き

る
た
め
の
情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
確
か
め
よ
う
　
労
働
条
件
」
を
解

説
し
て
い
ま
す
。
労
働
条
件
を
確
か

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
群
馬
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
労
働
条
件
に
関
す
る
総
合
情
報
サ

イ
ト
　
確
か
め
よ
う
　
労
働
条
件
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
。

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅
　

●
募
集
戸
数  

２
戸
（
昭
和
57
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
2
階
建
、

洋
室
3
D
K
　
約
65
㎡

●
家
賃
　
1
6
，
1
0
0
円
〜

2
3
，
9
0
0
円
の
間
（
所
得
に

応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
1
台

月
額
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
3
，
2
0
0
円

●
資
格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親
族

要
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
３
月
１
日
（
木
）

〜
13
日
（
火
）
平
日 

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分

●
入
居
予
定
　
３
月
下
旬
（
最
短

の
場
合
）

※
募
集
戸
数
よ
り
も
申
込
者
が
多

い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等
（
平

成
28
年
分
）
、
納
税
証
明
書
、
そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
課
　
管
理
係
　

☎
64
―
8
8
0
7
（
直
通
）

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
１
戸
（
昭
和
63
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
２
階
建
・
３
Ｄ

Ｋ
、
約
70
㎡

●
家
　賃
　
1
6
，
5
0
0
円
〜

2
4
，
6
0
0
円
（
所
得
に
応
じ

て
算
出
）

●
駐
車
台
数
　
１
台

月
額
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費 

3
，

4
0
0
円

●
資
　格
　
所
得
制
限
、
扶
養
親

族
用
件
等

●
敷
　金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
日
時
　
３
月
１
日
（
木
）

〜
13
日
（
火
）
平
日
　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
入
居
予
定
　
３
月
下
旬
（
最
短

の
場
合
）

※
募
集
戸
数
よ
り
も
申
込
者
が
多

い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等
（
平

成
28
年
分
）
、
納
税
証
明
書
、
そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
管
理
係
　
直
通

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
7

広
報しもにた

〜
新
築
の
町
営
住
宅
も
あ
り
ま
す
！

入
居
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
!!
〜

　
小
中
学
校
や
役
場
・
公
民
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
近
く
、
町
営

住
宅
で
す
の
で
家
賃
も
低
額
で

す
。
入
居
要
件
が
あ
り
ま
す
。
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
宅
内
の
見
学
も
で
き
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
伊
勢
山
下
団
地
Ｅ
棟
・
Ｆ
棟

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
４
戸
（
平
成
29
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建

3
D
K 

約
76
・
18
㎡

●
家
賃
　
2
6
，
9
0
0
円
〜

4
0
，
0
0
0
円
の
間
（
所
得
に

応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
あ
り

月
額
１
台
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
　（
浄
化
槽
管
理
費
）

3
，
3
0
0
円

②
伊
勢
山
下
団
地
Ｂ
棟
・
Ｃ
棟
・
Ｄ
棟

●
住
宅
種
別
　
公
営
住
宅

●
募
集
戸
数
　
３
戸
（
平
成
22
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
木
造
2
階
建
3
D
K 

約
73
・
6
㎡

●
家
賃
　
2
5
，
5
0
0
円
〜

3
8
，
0
0
0
円
の
間
（
所
得
に

応
じ
て
算
出
）

●
駐
車
場
　
あ
り

月
額
１
台
1
，
6
2
0
円 

●
共
益
費
（
浄
化
槽
管
理
費
）
　

3
，
3
0
0
円

③
下
町
住
宅

●
住
宅
種
別
　
ふ
る
さ
と
定
住
促

進
（
勤
労
者
）
住
宅

●
募
集
戸
数
　
１
戸
（
平
成
23
年

度
建
設
）

●
間
取
り
　
１
Ｄ
Ｋ 

延
床
面
積

44
・
71
㎡

●
家
賃
　
2
6
，
0
0
0
円

（
定
額
） 

●
共
益
費
　
浄
化
槽
管
理
費

月
額
3
，
8
0
0
円

●
駐
車
場
　
な
し

●
資
格
　
町
内
に
転
入
予
定
又
は

転
入
後
３
年
以
内
の
者
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
入
居
期
間
　
２
年
以
内

●
資
格
　
所
得
制
限
（
伊
勢
山
下

団
地
の
み
）
、
扶
養
親
族
要
件
等

●
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

●
受
付
　
随
時
受
付
し
て
お
り
ま

す
平
日 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

●
提
出
す
る
も
の
　
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
所
得
証
明
書
等
（
平

成
28
年
分
）
、
納
税
証
明
書
、
そ

の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
書
類

●
問
い
合
わ
せ
･
申
込
先

建
設
ガ
ス
水
道
課
　
管
理
係

☎
64
―
8
8
0
7

http://gunm
a-roudoukyoku.jsite.

m
hlw
.go.jp/

http://w
w
w
.check-roudou.m

hlw
.

go.jp/

過
去
5
年
分
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
が

納
め
ら
れ
ま
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
皆
さ
ま
へ

　
後
納
制
度
と
は
、時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、平
成
27
年
１０
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に

限
り
、過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、年
金
額
が
増
え
た
り
、納
付
し
た

期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格
を
得

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

 

特
定
期
間
と
な
っ
て
い
る
期
間
は
特
例
追
納
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、原
則
と
し
て
翌
月
末
日
ま
で
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
場
合
、障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、滞
納
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
が
知
り
た
い
方

■
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
崎
年
金
事
務
所
　（
☎
０
２
７
｜
３
２
２
｜
4
2
9
9
）

■
お
電
話
に
よ
る
相
談
は「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」へ

（
☎
０
５
７
｜
０
0
3
｜
０
0
4)

受
付
時
間
…
月
〜
金
曜
日
　

               

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

　
　
　
　
　
第
２
土
曜
日

               
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

お知らせ版お知らせ版

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
確
か
め
よ
う

労
働
条
件
」の
ご
案
内

町
営
東
団
地
入
居
者
募
集

浴
室
等
、リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た
！

町
営
吉
崎
団
地
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
随
時
募
集
中
で
す
！

農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金

【
農
業
者
年
金
】に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
　

■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お

茶
を
飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。 
 

 

　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。 

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
大
雪
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合

は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施

（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）　
　
　

　
 

 

 

 

 

　
　
　
 
 

 

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に

出
向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講

座
や
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防

の
運
動
な
ど
を
地
域
の
顔
見
知
り

の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

…
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

12
時

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ぶ
ら
の
里
　
☎
82
―
０

２
２
２ か

ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

吉崎公会堂

3月7日（水）

3月21日（水）

緑ヶ丘公会堂

手工芸講座

ウォーキング講座

3月14日（水）

3月28日（水）

貯筋のつどい
日程

３月

7日（水）・
2２日（木）

講座名
会場及び日程

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

平成30年
3月1日発行
408号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
５
月
〜
２
月
の
間
の
土
曜
日
に

計
９
回
、
子
ど
も
体
験
学
習
教

室
《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
・
17
》

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
砂

鉄
と
宝
石
を
さ
が
そ
う
！
、
お
も

し
ろ
科
学
教
室
（
２
回
）
、
転
写

紙
ア
ー
ト
教
室
、
大
む
か
し
の

人
々
の
暮
ら
し
を
さ
ぐ
ろ
う
！
、

木
の
実
で
遊
ぼ
う
！
ク
リ
ッ
ペ
ハ

イ
キ
ン
グ
御
岳
山
に
登
ろ
う
！
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ソ
ー
プ
カ
ー

ビ
ン
グ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な

学
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
西
牧
地
区
の
方
々
の
趣
味
や
特

技
を
い
か
し
た
作
品
を
一
堂
に
集

う
、
西
牧
地
区
作
品
展
示
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
勢
の
み
な
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
期
日
　
３
月
10
日
（
土
）
〜
11

日
（
日
）

◇
時
間
　
10
日
（
土
）
は
、
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
、
11
日

（
日
）
は
、
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分
ま
で

◇
場
所
　
旧
西
牧
小
学
校
体
育
館

◇
展
示
作
品
　
手
芸
・
絵
画
・
押

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・17
》

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・17
》

西
牧
地
区

　作
品
展
示
会

西
牧
地
区

　作
品
展
示
会

第
１４
回
富
岡
甘
楽
文
化
振
興

協
議
会
芸
能
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

第
１４
回
富
岡
甘
楽
文
化
振
興

協
議
会
芸
能
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

し
花
・
写
真
な
ど

◇
問
い
合
わ
せ
　
事
務
局
　
役
場

商
工
観
光
課
　
佐
藤
　
☎
64
―
８
８

０
５

　
去
る
１
月
28
日
（
日
）
、
富
岡

市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、

下
仁
田
町
か
ら
は
、
下
仁
田

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会
と
裕
仁

会
の
２
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

▲クリッペハイキング御岳山に
登ろう！

▲クリッペハイキング御岳山に
登ろう！

▲砂鉄と宝石をさがそう！▲砂鉄と宝石をさがそう！ ▲大むかしの人々の暮らしをさぐろう！
（石器を見ている）

▲大むかしの人々の暮らしをさぐろう！
（石器を見ている）

▲木の実で遊ぼう！▲木の実で遊ぼう！

▲転写紙アート教室▲転写紙アート教室▲おもしろ科学教室▲おもしろ科学教室

▲下仁田フォークダンス愛好会▲下仁田フォークダンス愛好会 ▲裕仁会▲裕仁会

広
報しもにた

健康健康 公民館だより公民館だより

●
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い

て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

働
く
国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

１
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
　
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者
（
１
）
大

学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
31
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

●
申
込
み
方
法
等

◎
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

説
明
に
従
っ
て
入
力

○
受
付
期
間

平
成
30
年
３
月
30
日
（
金
）
午
前
９

時
〜
４
月
11
日
（
水
）
﹇
受
信
有

効
﹈

●
試
験
日
　
第
１
次
試
験
日

平
成
30
年
６
月
10
日
（
日
）
　

第
２
次
試
験
日

平
成
30
年
７
月
12
日
（
木
）
〜
７
月

19
日
（
木
）
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時
　

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す

る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１

内
線
２
３
３
２
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除

く
。
）
　

平
成
30
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験
要
綱

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
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こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
保
つ

た
め
に
は
、日
頃
か
ら
、趣
味
や
自
分

の
や
り
た
い
事
、普
段
の
生
活
を
続
け

る
事
が
大
切
で
す
。運
動
が
続
け
ら
れ

て
、皆
さ
ん
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
い
こ
い
処
　筋
ト
レ

「
鬼
石
モ
デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を

D
V
D
を
観
な
が
ら
行
っ
た
後
、お

茶
を
飲
ん
で
、楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
い
こ
い
処（
下
仁
田
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
た
め
、

1
0
0
円
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
貯
筋
の
つ
ど
い

　
参
加
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
鬼
石
モ

デ
ル
」の
簡
単
な
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い

ま
す
。 
 

 

　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。直
接

会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。 

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
12
時

●
場
所
　
旧
小
坂
小
学
校
　
1
階

●
そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
支
度

で
、水
分
を
お
持
ち
の
上
、直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
大
雪
な
ど
、外
出
が
危
険
な
場
合

は
お
休
み
で
す
。個
々
の
ご
連
絡
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、不
明
の
場
合
は
、

福
祉
保
険
課
　
包
括
支
援
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
険
課
包

括
支
援
係
　
内
線
３
２
８

※
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
実
施

（
祝
祭
日
の
際
は
変
更
あ
り
）　
　
　

　
 

 

 

 

 

　
　
　
 
 

 

　介
護
施
設
の
職
員
等
が
地
域
に

出
向
き
、
介
護
予
防
に
関
す
る
講

座
や
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防

の
運
動
な
ど
を
地
域
の
顔
見
知
り

の
方
々
と
一
緒
に
行
い
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り

…
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
巡
回
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後

12
時

●
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ぶ
ら
の
里
　
☎
82
―
０

２
２
２ か

ぶ
ら
の
里

『
な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

吉崎公会堂

3月7日（水）

3月21日（水）

緑ヶ丘公会堂

手工芸講座

ウォーキング講座

3月14日（水）

3月28日（水）

貯筋のつどい
日程

３月

7日（水）・
2２日（木）

講座名
会場及び日程

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か

平成30年
3月1日発行
408号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

　
５
月
〜
２
月
の
間
の
土
曜
日
に

計
９
回
、
子
ど
も
体
験
学
習
教

室
《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
・
17
》

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、
砂

鉄
と
宝
石
を
さ
が
そ
う
！
、
お
も

し
ろ
科
学
教
室
（
２
回
）
、
転
写

紙
ア
ー
ト
教
室
、
大
む
か
し
の

人
々
の
暮
ら
し
を
さ
ぐ
ろ
う
！
、

木
の
実
で
遊
ぼ
う
！
ク
リ
ッ
ペ
ハ

イ
キ
ン
グ
御
岳
山
に
登
ろ
う
！
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ソ
ー
プ
カ
ー

ビ
ン
グ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な

学
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
西
牧
地
区
の
方
々
の
趣
味
や
特

技
を
い
か
し
た
作
品
を
一
堂
に
集

う
、
西
牧
地
区
作
品
展
示
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
勢
の
み
な
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
期
日
　
３
月
10
日
（
土
）
〜
11

日
（
日
）

◇
時
間
　
10
日
（
土
）
は
、
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
、
11
日

（
日
）
は
、
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分
ま
で

◇
場
所
　
旧
西
牧
小
学
校
体
育
館

◇
展
示
作
品
　
手
芸
・
絵
画
・
押

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・17
》

子
ど
も
体
験
学
習
教
室

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ・17
》

西
牧
地
区

　作
品
展
示
会

西
牧
地
区

　作
品
展
示
会

第
１４
回
富
岡
甘
楽
文
化
振
興

協
議
会
芸
能
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

第
１４
回
富
岡
甘
楽
文
化
振
興

協
議
会
芸
能
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

し
花
・
写
真
な
ど

◇
問
い
合
わ
せ
　
事
務
局
　
役
場

商
工
観
光
課
　
佐
藤
　
☎
64
―
８
８

０
５

　
去
る
１
月
28
日
（
日
）
、
富
岡

市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、

下
仁
田
町
か
ら
は
、
下
仁
田

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会
と
裕
仁

会
の
２
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

▲クリッペハイキング御岳山に
登ろう！

▲クリッペハイキング御岳山に
登ろう！

▲砂鉄と宝石をさがそう！▲砂鉄と宝石をさがそう！ ▲大むかしの人々の暮らしをさぐろう！
（石器を見ている）

▲大むかしの人々の暮らしをさぐろう！
（石器を見ている）

▲木の実で遊ぼう！▲木の実で遊ぼう！

▲転写紙アート教室▲転写紙アート教室▲おもしろ科学教室▲おもしろ科学教室

▲下仁田フォークダンス愛好会▲下仁田フォークダンス愛好会 ▲裕仁会▲裕仁会

広
報しもにた

健康健康 公民館だより公民館だより

●
概
要
　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い

て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

働
く
国
税
専
門
官
（
国
家
公
務
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

１
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
　
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者
（
１
）
大

学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
31
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者

●
申
込
み
方
法
等

◎
【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

説
明
に
従
っ
て
入
力

○
受
付
期
間

平
成
30
年
３
月
30
日
（
金
）
午
前
９

時
〜
４
月
11
日
（
水
）
﹇
受
信
有

効
﹈

●
試
験
日
　
第
１
次
試
験
日

平
成
30
年
６
月
10
日
（
日
）
　

第
２
次
試
験
日

平
成
30
年
７
月
12
日
（
木
）
〜
７
月

19
日
（
木
）
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時
　

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す

る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１

内
線
２
３
３
２
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除

く
。
）
　

平
成
30
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験
要
綱

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
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平
均
寿
命
と
い
う
言
葉
は
広
く

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
と

対
比
し
て
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉

が
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
問
題

が
な
い
状
態
で
日
常
生
活
を
送
れ

る
期
間
の
こ
と
で
す
。
超
高
齢
化

社
会
に
突
入
し
て
い
る
本
邦
に
お

い
て
、
平
均
寿
命
は
延
長
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
の
間
の
開
き
は

な
か
な
か
埋
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の

開
き
を
埋
め
る
こ
と
で
、
最
後
ま

で
元
気
で
健
康
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
立
し
た
生

活
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
寝
た

き
り
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
は
要
支
援
や
要
介
護
の
状
態

に
な
る
こ
と
を
避
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
全
国
調
査
で
は
、
そ
の

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
最
大
の
要

因
が
骨
や
関
節
、
筋
肉
、
神
経
と

い
っ
た
運
動
器
の
障
害
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
寝
た

き
り
や
要
介
護
の
状
態
に
な
る
こ

と
で
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や

友
人
な
ど
周
囲
の
方
の
生
活
に
も

影
響
が
出
ま
す
の
で
、
み
ん
な
の

た
め
に
も
運
動
器
の
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
、
移

動
能
力
の
低
下
や
転
倒
し
や
す
く

な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
、「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
略
称
：

ロ
コ
モ
）
」
と
い
い
ま
す
。
２
０
０

７
年
に
日
本
整
形
外
科
学
会
が
、

こ
の
ロ
コ
モ
と
い
う
概
念
を
提
唱

し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に

自
分
の
足
で
歩
く
た
め
に
、
ま
た

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
、
ロ
コ

モ
を
予
防
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
予
防
に
は
①
片
脚
立
ち
②

ス
ク
ワ
ッ
ト
が
効
果
的
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
片
脚
立
ち

は
、
転
倒
し
な
い
よ
う
に
脚
を
上

げ
る
方
の
手
で
何
か
に
つ
か
ま
り

な
が
ら
、
床
に
つ
か
な
い
程
度
に

片
脚
を
上
げ
ま
す
。
左
右
１
分
間

ず
つ
、
１
日
３
回
行
い
ま
す
。
②

ス
ク
ワ
ッ
ト
は
少
し
足
を
外
向
き

に
開
い
て
、
お
し
り
を
後
ろ
に
引

く
よ
う
に
身
体
を
し
ず
め
ま
す
。

こ
の
と
き
、
膝
が
つ
ま
先
よ
り
前

に
出
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
、

５
回
繰
り
返
す
の
を
１
日
３
回
行

い
ま
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
で
き
な

い
と
き
は
、
机
に
手
を
つ
い
て
イ

ス
へ
の
腰
か
け
、
立
ち
上
が
り
を

行
う
動
作
で
も
良
い
と
思
い
ま

す
。

　
高
齢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
骨

が
弱
く
な
り
、
骨
粗
鬆
症
と
呼
ば

れ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
骨
粗
鬆

症
に
な
る
と
、
立
っ
た
状
態
か
ら

転
倒
や
し
り
も
ち
を
つ
く
だ
け
で

骨
折
を
来
し
ま
す
。
代
表
的
な
骨

折
と
症
状
は
、
胸
椎
・
腰
椎
圧
迫

骨
折
で
背
中
と
腰
の
痛
み
、
大
腿

骨
頚
部
骨
折
で
足
の
付
け
根
や
お

積
雪
・
凍
結
の
季
節

日
常
生
活
に
も
危
険
あ
り
『
転
倒
』
に
注
意

下
仁
田
厚
生
病
院

　整
形
外
科

　三
枝

　德
栄

尻
の
痛
み
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折
で

手
首
の
痛
み
で
す
。
骨
折
が
起
き

る
と
、
痛
み
に
加
え
て
腫
れ
や
内

出
血
が
起
き
ま
す
。
圧
迫
骨
折
や

大
腿
骨
頚
部
骨
折
で
は
、
起
き
上

が
っ
た
り
、
動
い
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
な
り
ま
す
と
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
で
き
ず
、
水
分
を
摂
ら
な
く

な
り
脱
水
に
陥
り
、
そ
の
結
果
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
病
院
へ
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
骨
粗
鬆
症
を

予
防
す
る
こ
と
で
、
転
倒
し
て
も

骨
折
し
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

骨
粗
鬆
症
の
治
療
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
ま
た
特
殊
な
場
合
で
は
、
転
倒

し
て
頭
を
打
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
頭
の
中
で
大

き
な
出
血
が
あ
れ
ば
意
識
が
な
く

な
っ
た
り
、
嘔
吐
し
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
、
ご
高
齢
の
方
で
は

頭
を
打
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
出
血

が
溜
ま
っ
て
い
き
、
数
日
か
ら
長

い
と
３
カ
月
程
度
し
て
か
ら
、

「
何
か
元
気
が
な
い
」
や
「
最
近

お
か
し
な
こ
と
を
い
う
」
な
ど
と

い
っ
た
症
状
で
見
つ
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
頭
を
う
っ
て
か

ら
何
か
様
子
が
お
か
し
い
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
頭
部
の

検
査
を
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

「
た
か
が
転
倒
」
で
は
あ
り
ま
す

が
、
骨
折
を
機
に
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
、
命
に
関
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
生
活
だ

け
で
な
く
家
族
な
ど
ま
わ
り
の
人

に
も
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
転
倒
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
適
度
な
運
動
と
骨
粗
鬆
症
の

予
防
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

て
、
元
気
に
生
活
を
お
く
り
ま

し
ょ
う
。

続
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

「
ロ
コ
ト
レ（
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」で

い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
を
。

続
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

「
ロ
コ
ト
レ（
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」で

い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
を
。

健康健康
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平
均
寿
命
と
い
う
言
葉
は
広
く

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
と

対
比
し
て
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉

が
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
問
題

が
な
い
状
態
で
日
常
生
活
を
送
れ

る
期
間
の
こ
と
で
す
。
超
高
齢
化

社
会
に
突
入
し
て
い
る
本
邦
に
お

い
て
、
平
均
寿
命
は
延
長
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
の
間
の
開
き
は

な
か
な
か
埋
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の

開
き
を
埋
め
る
こ
と
で
、
最
後
ま

で
元
気
で
健
康
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
立
し
た
生

活
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
寝
た

き
り
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
は
要
支
援
や
要
介
護
の
状
態

に
な
る
こ
と
を
避
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
全
国
調
査
で
は
、
そ
の

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
最
大
の
要

因
が
骨
や
関
節
、
筋
肉
、
神
経
と

い
っ
た
運
動
器
の
障
害
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
寝
た

き
り
や
要
介
護
の
状
態
に
な
る
こ

と
で
、
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
や

友
人
な
ど
周
囲
の
方
の
生
活
に
も

影
響
が
出
ま
す
の
で
、
み
ん
な
の

た
め
に
も
運
動
器
の
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
、
移

動
能
力
の
低
下
や
転
倒
し
や
す
く

な
っ
た
状
態
の
こ
と
を
、「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
略
称
：

ロ
コ
モ
）
」
と
い
い
ま
す
。
２
０
０

７
年
に
日
本
整
形
外
科
学
会
が
、

こ
の
ロ
コ
モ
と
い
う
概
念
を
提
唱

し
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に

自
分
の
足
で
歩
く
た
め
に
、
ま
た

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
、
ロ
コ

モ
を
予
防
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
予
防
に
は
①
片
脚
立
ち
②

ス
ク
ワ
ッ
ト
が
効
果
的
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
片
脚
立
ち

は
、
転
倒
し
な
い
よ
う
に
脚
を
上

げ
る
方
の
手
で
何
か
に
つ
か
ま
り

な
が
ら
、
床
に
つ
か
な
い
程
度
に

片
脚
を
上
げ
ま
す
。
左
右
１
分
間

ず
つ
、
１
日
３
回
行
い
ま
す
。
②

ス
ク
ワ
ッ
ト
は
少
し
足
を
外
向
き

に
開
い
て
、
お
し
り
を
後
ろ
に
引

く
よ
う
に
身
体
を
し
ず
め
ま
す
。

こ
の
と
き
、
膝
が
つ
ま
先
よ
り
前

に
出
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
、

５
回
繰
り
返
す
の
を
１
日
３
回
行

い
ま
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
が
で
き
な

い
と
き
は
、
机
に
手
を
つ
い
て
イ

ス
へ
の
腰
か
け
、
立
ち
上
が
り
を

行
う
動
作
で
も
良
い
と
思
い
ま

す
。

　
高
齢
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
骨

が
弱
く
な
り
、
骨
粗
鬆
症
と
呼
ば

れ
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
骨
粗
鬆

症
に
な
る
と
、
立
っ
た
状
態
か
ら

転
倒
や
し
り
も
ち
を
つ
く
だ
け
で

骨
折
を
来
し
ま
す
。
代
表
的
な
骨

折
と
症
状
は
、
胸
椎
・
腰
椎
圧
迫

骨
折
で
背
中
と
腰
の
痛
み
、
大
腿

骨
頚
部
骨
折
で
足
の
付
け
根
や
お

積
雪
・
凍
結
の
季
節

日
常
生
活
に
も
危
険
あ
り
『
転
倒
』
に
注
意

下
仁
田
厚
生
病
院

　整
形
外
科

　三
枝

　德
栄

尻
の
痛
み
、
橈
骨
遠
位
端
骨
折
で

手
首
の
痛
み
で
す
。
骨
折
が
起
き

る
と
、
痛
み
に
加
え
て
腫
れ
や
内

出
血
が
起
き
ま
す
。
圧
迫
骨
折
や

大
腿
骨
頚
部
骨
折
で
は
、
起
き
上

が
っ
た
り
、
動
い
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
な
り
ま
す
と
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
で
き
ず
、
水
分
を
摂
ら
な
く

な
り
脱
水
に
陥
り
、
そ
の
結
果
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
病
院
へ
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
骨
粗
鬆
症
を

予
防
す
る
こ
と
で
、
転
倒
し
て
も

骨
折
し
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

骨
粗
鬆
症
の
治
療
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
ま
た
特
殊
な
場
合
で
は
、
転
倒

し
て
頭
を
打
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
頭
の
中
で
大

き
な
出
血
が
あ
れ
ば
意
識
が
な
く

な
っ
た
り
、
嘔
吐
し
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
、
ご
高
齢
の
方
で
は

頭
を
打
っ
て
か
ら
少
し
ず
つ
出
血

が
溜
ま
っ
て
い
き
、
数
日
か
ら
長

い
と
３
カ
月
程
度
し
て
か
ら
、

「
何
か
元
気
が
な
い
」
や
「
最
近

お
か
し
な
こ
と
を
い
う
」
な
ど
と

い
っ
た
症
状
で
見
つ
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
頭
を
う
っ
て
か

ら
何
か
様
子
が
お
か
し
い
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
頭
部
の

検
査
を
し
て
お
い
た
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

「
た
か
が
転
倒
」
で
は
あ
り
ま
す

が
、
骨
折
を
機
に
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
、
命
に
関
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
生
活
だ

け
で
な
く
家
族
な
ど
ま
わ
り
の
人

に
も
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
転
倒
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
適
度
な
運
動
と
骨
粗
鬆
症
の

予
防
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

て
、
元
気
に
生
活
を
お
く
り
ま

し
ょ
う
。

続
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

「
ロ
コ
ト
レ（
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」で

い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
を
。

続
け
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

「
ロ
コ
ト
レ（
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）」で

い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
を
。
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約３分間の健康講話が聞けます
月／肥満について　　　　　　火／中性脂肪とは
水／体脂肪の知識　　　　　　木／女性における骨量の変化
金／鉄欠乏性貧血と食事　　　土日／糖尿病の運動療法
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆今月の「直接相談タイム」はお休みです。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 3月 ☎０２７－２３４－４９７０

3月～4月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

4月27日（金）

3月6日（火）
4月10日（火）

3月23日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
午後１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成29年9月～10月生まれ

平成29年6月～7月生まれ

H２9年1月～2月生まれ

H２8年7月～8月生まれ

H２8年1月～2月生まれ

H２7年7月～8月生まれ

H２7年1月～2月生まれ

H２6年7月～8月生まれ

平成２9年12月～平成30年1月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

4月13日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆３月１８日(日)　小柳　由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
3月5・12・19・
　　26日（月）

3月19日（月）

3月13日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間
下仁田町公民館３階

大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

3月22日(木) 午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

3月26日(月)

3月5日(月)

3月16日(金)

3月14日(水)

午後１時３０分～３時３０分3月12日(月)

3月16日(金)

3月23日(金)

3月8日(木)

3月6日(火)

3月12日(月)

3月28日(水)

3月20日(火)

3月5日(月)

午前１０時～１２時

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／肥満について　　　　　　火／中性脂肪とは
水／体脂肪の知識　　　　　　木／女性における骨量の変化
金／鉄欠乏性貧血と食事　　　土日／糖尿病の運動療法
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆今月の「直接相談タイム」はお休みです。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン 3月 ☎０２７－２３４－４９７０

3月～4月　健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

4月27日（金）

3月6日（火）
4月10日（火）

3月23日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
午後１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

平成29年9月～10月生まれ

平成29年6月～7月生まれ

H２9年1月～2月生まれ

H２8年7月～8月生まれ

H２8年1月～2月生まれ

H２7年7月～8月生まれ

H２7年1月～2月生まれ

H２6年7月～8月生まれ

平成２9年12月～平成30年1月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

4月13日（金） 午後３時から
心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人叉はその家族など

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆３月１８日(日)　小柳　由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
3月5・12・19・
　　26日（月）

3月19日（月）

3月13日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　☎８２－５４９０受付時間厳守になりますので、時間内にお越しください。

平成２9年度下仁田町一般介護予防事業 ～いきいき健康教室～

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、
その他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はそ
の家族などこころの病気、こころの不調（不眠、不安等）の
ある人やその家族からの相談に精神科医師が応じます。

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、ブッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００小児救急電話相談

広
報しもにた

　普段の生活で身についた体のくせをとり、軽い運動やマッサージを行うことで膝痛や腰痛を予防し、転ばない足腰と健康な体づく
りを目指しましょう。申込みは不要です。都合のつく会場へ直接お越しください。65歳以上であれば誰でも参加できます。

会　場 開催日 時　間
下仁田町公民館３階

大会議室

吉崎公会堂

会　場 開催日 時　間

鎌田地区集会所

馬山生活改善センター

蒔田地区集会所

会　場 開催日 時　間

旧小坂小校舎（１階西：旧教室）

北小地区集会所

坂詰公会堂

会　場 開催日 時　間

西牧活性化センター

三ツ瀬集会所

矢川友愛館

会　場 開催日 時　間

講　師

講　師

講　師

講　師

講　師

大桑原地区集会所

下青倉集会所

桑本地区多目的集会所

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

健康運動指導士

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～３時３０分

午前１０時～１２時

馬
山
地
区

下
仁
田
地
区

小
坂
地
区

西
牧
地
区

青
倉
地
区

3月22日(木) 午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

3月26日(月)

3月5日(月)

3月16日(金)

3月14日(水)

午後１時３０分～３時３０分3月12日(月)

3月16日(金)

3月23日(金)

3月8日(木)

3月6日(火)

3月12日(月)

3月28日(水)

3月20日(火)

3月5日(月)

午前１０時～１２時

【参加費】無料　【会場別日程】　《日程は都合で変更になることもあります。》
【問い合わせ】　福祉保険課　包括支援係　☎６４－８８０４（直通）まで

健康健康
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１
月
19
日
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
豊

作
、
価
格
安
定
を
祈
願
し
業
界
団

体
関
係
者
約
１
０
０
名
が
諏
訪
神

社
境
内
に
集
ま
り
『
こ
ん
に
ゃ
く

大
黒
天
祭
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ひ
っ
ぱ
た
き
お
で
ん

が
無
料
配
布
さ
れ
、
賑
わ
い
を
み

せ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
６
月
に
監
査
委
員
に

就
任
し
、
平
成
21
年
９
月
に
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
監
査
事
務
功
労
者
総

務
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
正
月
の
伝
統
行
事

「
ど
ん
ど
ん
焼
き
」

各
地
で
開
催

小
正
月
の
伝
統
行
事

「
ど
ん
ど
ん
焼
き
」

各
地
で
開
催

　
写
真
は
上
鎌
田
地
区
の
ど
ん
ど

ん
焼
き
。
正
月
飾
り
や
達
磨
な
ど

を
燃
や
し
「
お
ま
い
だ
ま
」
を
炙

る
伝
統
行
事
で
す
。
無
病
息
災
を

願
い
今
年
も
町
内
各
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
ん
に
ゃ
く

大
黒
天
開
催

こ
ん
に
ゃ
く

大
黒
天
開
催

　
１
月
１
日
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
初
日
の
出
参
拝
・
荒
船
山
新
年

登
山
が
町
体
育
協
会
山
岳
部
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
11
人
は
、
晴
れ
わ

た
っ
た
山
頂
か
ら
の
初
日
の
出
に

一
年
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

新
年
登
山

（
初
日
の
出
参
拝
）

新
年
登
山

（
初
日
の
出
参
拝
）

「
鈴
木
う
め
」
さ
ん

（
下
仁
田
）
祝
100
歳

お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
。

「
鈴
木
う
め
」
さ
ん

（
下
仁
田
）
祝
100
歳

お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
。

　
１
月
５
日
に
満
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
鈴
木
う
め
さ
ん
に

町
・
議
会
・
町
社
会
福
祉
協
議
会

よ
り
慶
祝
状
ほ
か
お
祝
い
の
品
物

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
う
め
さ
ん
は
現
在
も
俳
句
を
さ

れ
て
お
り
、
式
の
終
わ
り
に
お
礼

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
飯
野
福
男
さ
ん
（
新
規
・
馬

山
）
、
近
藤
早
智
江
さ
ん
（
新

規
・
下
仁
田
）
が
教
育
委
員
会
に

お
い
て
承
認
を
得
て
、
平
成
29
年

10
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
９
月
30

日
ま
で
の
２
年
間
、
下
仁
田
町
教

育
委
員
会
事
務
事
業
評
価
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
野
さ
ん
は
元
校
長
先
生
、
近

藤
さ
ん
は
現
在
社
会
教
育
関
係
で

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
務
事
業
評
価
委
員
は
、
教
育

委
員
会
が
毎
年
策
定
す
る
「
教
育

行
政
方
針
」
に
関
す
る
実
施
状
況

の
点
検
評
価
に
対
し
意
見
を
述
べ

る
こ
と
で
、
評
価
委
員
の
教
育
に

関
す
る
学
識
経
験
の
知
見
の
活
用

を
図
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
前
任
の
池
田
隆
郎
さ

ん
、
星
名
満
さ
ん
に
は
２
期
４
年

間
勤
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
事
務

事
業
評
価
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
事
務

事
業
評
価
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

広
報しもにた

ぐ
ん
ま
の
お
み
や
げ
総
選
挙

本
宿
ど
う
な
つ
（
古
月
堂
）
第
3
位
入
賞

ぐ
ん
ま
の
お
み
や
げ
総
選
挙

本
宿
ど
う
な
つ
（
古
月
堂
）
第
3
位
入
賞

　
県
産
品
の
魅
力
度
向
上
を
目
的

に
行
わ
れ
た
「
ぐ
ん
ま
の
お
み
や

げ
総
選
挙
」
で
７
８
８
品
目
中
、

古
月
堂
『
本
宿
ど
う
な
つ
』
が
第

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
県
の
物

産
展
の
お
菓
子
で
大
人
気
の
逸
品

が
数
多
く
の
票
を
集
め
ま
し
た
。

※

以
下
順
位
抜
粋

第
１
位
　
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
グ
ー
テ
デ

ロ
ワ
（
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
）

　
　
　
　  

４
５
５
３
票

第
２
位
　
七
福
神
あ
ら
れ
（
幸
煎
餅
）

　
　
　
　  

４
４
９
１
票

第
３
位
　
本
宿
ど
う
な
つ
（
古
月
堂
）

　
　
　
　  

３
０
２
４
票

●
受
賞
者
紹
介

　
古
月
堂
は
明
治
24
年
創
業
の
老
舗

和
菓
子
店
（
本
宿
）
。
店
主
の
井
出

孝
一
さ
ん
は
風
月
堂
（
東
京
都
）
で

の
修
行
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
本
宿
ど
う
な
つ
は
、
白
い
ん
げ
ん

の
餡
を
使
用
し
、
甘
み
も
果
糖
を
使

用
す
る
な
ど
、
す
っ
き
り
と
し
た
味

わ
い
と
健
康
志
向
に
配
慮
し
た
逸
品

で
す
。

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS地

方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

監
査
事
務
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰

掛
川
敏
治
元
監
査
委
員

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

監
査
事
務
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰

掛
川
敏
治
元
監
査
委
員

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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さ
ん

（
下
仁
田
）
祝
100
歳

お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
。

「
鈴
木
う
め
」
さ
ん

（
下
仁
田
）
祝
100
歳

お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
。

　
１
月
５
日
に
満
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
鈴
木
う
め
さ
ん
に

町
・
議
会
・
町
社
会
福
祉
協
議
会

よ
り
慶
祝
状
ほ
か
お
祝
い
の
品
物

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
う
め
さ
ん
は
現
在
も
俳
句
を
さ

れ
て
お
り
、
式
の
終
わ
り
に
お
礼

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
飯
野
福
男
さ
ん
（
新
規
・
馬

山
）
、
近
藤
早
智
江
さ
ん
（
新

規
・
下
仁
田
）
が
教
育
委
員
会
に

お
い
て
承
認
を
得
て
、
平
成
29
年

10
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
９
月
30

日
ま
で
の
２
年
間
、
下
仁
田
町
教

育
委
員
会
事
務
事
業
評
価
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
野
さ
ん
は
元
校
長
先
生
、
近

藤
さ
ん
は
現
在
社
会
教
育
関
係
で

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
務
事
業
評
価
委
員
は
、
教
育

委
員
会
が
毎
年
策
定
す
る
「
教
育

行
政
方
針
」
に
関
す
る
実
施
状
況

の
点
検
評
価
に
対
し
意
見
を
述
べ

る
こ
と
で
、
評
価
委
員
の
教
育
に

関
す
る
学
識
経
験
の
知
見
の
活
用

を
図
る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
前
任
の
池
田
隆
郎
さ

ん
、
星
名
満
さ
ん
に
は
２
期
４
年

間
勤
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
事
務

事
業
評
価
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

下
仁
田
町
教
育
委
員
会
事
務

事
業
評
価
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

広
報しもにた

ぐ
ん
ま
の
お
み
や
げ
総
選
挙

本
宿
ど
う
な
つ
（
古
月
堂
）
第
3
位
入
賞

ぐ
ん
ま
の
お
み
や
げ
総
選
挙

本
宿
ど
う
な
つ
（
古
月
堂
）
第
3
位
入
賞

　
県
産
品
の
魅
力
度
向
上
を
目
的

に
行
わ
れ
た
「
ぐ
ん
ま
の
お
み
や

げ
総
選
挙
」
で
７
８
８
品
目
中
、

古
月
堂
『
本
宿
ど
う
な
つ
』
が
第

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
県
の
物

産
展
の
お
菓
子
で
大
人
気
の
逸
品

が
数
多
く
の
票
を
集
め
ま
し
た
。

※

以
下
順
位
抜
粋

第
１
位
　
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
グ
ー
テ
デ

ロ
ワ
（
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ
ダ
）

　
　
　
　  

４
５
５
３
票

第
２
位
　
七
福
神
あ
ら
れ
（
幸
煎
餅
）

　
　
　
　  

４
４
９
１
票

第
３
位
　
本
宿
ど
う
な
つ
（
古
月
堂
）

　
　
　
　  

３
０
２
４
票

●
受
賞
者
紹
介

　
古
月
堂
は
明
治
24
年
創
業
の
老
舗

和
菓
子
店
（
本
宿
）
。
店
主
の
井
出

孝
一
さ
ん
は
風
月
堂
（
東
京
都
）
で

の
修
行
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
本
宿
ど
う
な
つ
は
、
白
い
ん
げ
ん

の
餡
を
使
用
し
、
甘
み
も
果
糖
を
使

用
す
る
な
ど
、
す
っ
き
り
と
し
た
味

わ
い
と
健
康
志
向
に
配
慮
し
た
逸
品

で
す
。

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS地

方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

監
査
事
務
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰

掛
川
敏
治
元
監
査
委
員

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

監
査
事
務
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰

掛
川
敏
治
元
監
査
委
員

身近な情報をお寄せください。町長公室（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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TOWN　TOPICS

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ 

下
仁
田

ミ
ニ
バ
ス
３
位
入
賞

　
平
成
30
年
１
月
６
日
高
崎
ア

リ
ー
ナ
に
於
い
て
行
わ
れ
た
第
９

回
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
予
選
で
勝
ち
上
が

り
、
１
月
14
日
浜
川
体
育
館
で
行

わ
れ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
。
み
ご
と
３
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

甘
楽
郡
か
る
た
大
会

　
１
月
28
日(

日)

甘
楽
町
の

「
ら
・
ら
・
か
ん
ら
」
で
第
43
回

甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
な
お
、
高
学
年
団
体
の
部
で

「
仲
町
・
上
町
・
旭
町
子
ど
も
会

Ａ
」
が
優
勝
し
、
県
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
上
毛
か
る
た
」

競
技
県
大
会
出
場

　
２
月
４
日(

日)

前
橋
市
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
武
道
館
で
、
第
71
回

「
上
毛
か
る
た
」
競
技
県
大
会
が

開
催
さ
れ
、
甘
楽
郡
の
代
表
と
し

て
下
仁
田
町
か
ら
は
、
高
学
年
団

体
の
部
に
「
仲
町･

上
町
・
旭
町

子
ど
も
会
」
、
中
学
生
団
体
の
部

に
「
旭
町
子
ど
も
会
」
が
出
場
し

ま
し
た
。
高
学
年
団
体
に
参
加
し

た
「
仲
町･

上
町
・
旭
町
子
ど
も

会
」
は
善
戦
及
ば
ず
決
勝
リ
ー
グ

に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中

第43回甘楽郡子ども会上毛かるた大会当町入賞者
※優勝のみ県大会出場

低学年
の部

団体 3　位

準優勝

優　勝

準優勝

準優勝

仲町･上町・旭町子ども会

堀口　煉

仲町･上町・旭町子ども会Ａ

仲町･上町・旭町子ども会Ｂ

平栁　優太

団体

団体 優　勝 旭町子ども会

▲甘楽郡かるた大会下仁田町入賞者

▲中学生団体の部5位入賞（県大会）

個人

個人

高学年
の部

中学生
の部

第５4回下仁田町一周駅伝競走大会
下仁田支部優勝（１４回連続２２回目）
　１月２１日、新春恒例となった町一周駅伝競走大会が開催されました。穏やかな日差しの中、９時４５
分町長の号砲により西牧分館前をスタートした３２チームは、下仁田中学校のゴールを目指し沿道からの
大勢の声援を受け熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。      

１部優勝・・・・下仁田支部
２部優勝・・・・しののめ信用金庫
３部優勝・・・・中之条町陸上部

●１部とは…下仁田町５支部　●２部とは…クラブチーム及び職場チーム　●３部とは…オープン参加

成績一覧
区　　分
優　勝
準優勝
３　位
第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

優　勝
準優勝
３　位

優　勝
準優勝
３　位

チーム名
下仁田支部
馬山支部
青倉支部
馬山支部
西牧支部
下仁田支部
馬山支部
下仁田支部
下仁田支部
馬山支部

しののめ信用金庫
群馬県信用組合野球部

チームＳ
チームＳ

しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
中之条町陸上部
碓氷クラブ

黒川陸上協議会

タイム
1時間52分23秒
1時間56分19秒
2時間03分32秒
13分20秒
18分27秒
17分37秒
14分29秒
16分27秒
11分46秒
16分44秒

1時間46分51秒
2時間05分25秒
2時間17分20秒
12分40秒
18分14秒
16分33秒
13分52秒
16分36秒
12分12秒
16分05秒

1時間35分12秒
1時間38分29秒
1時間42分04秒

選手名
―
―
―

石井陽翔
青木大也
佐藤　純
黒澤拓人
内田智之
黒澤　玲
岡野真士
―
―
―

岡野光汰
高山直樹
植原知之
内田篤史
須藤貴紀
都丸善生
栗原　崇
―
―
―

新記録

新記録

新記録

新記録
新記録

新記録

区
間
優
勝

第
１
部

第
２
部

第
３
部

区
間
優
勝

▲１部優勝　下仁田支部 ▲２部優勝　しののめ信用金庫

広
報しもにた

町の話題町の話題

学
生
団
体
に
出
場
し
た
「
旭
町
子

ど
も
会
」
は
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち

抜
き
、
決
勝
リ
ー
グ
で
見
事
第
５

位
に
な
り
ま
し
た
。
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TOWN　TOPICS

Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ 

下
仁
田

ミ
ニ
バ
ス
３
位
入
賞

　
平
成
30
年
１
月
６
日
高
崎
ア

リ
ー
ナ
に
於
い
て
行
わ
れ
た
第
９

回
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
予
選
で
勝
ち
上
が

り
、
１
月
14
日
浜
川
体
育
館
で
行

わ
れ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
。
み
ご
と
３
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

甘
楽
郡
か
る
た
大
会

　
１
月
28
日(

日)

甘
楽
町
の

「
ら
・
ら
・
か
ん
ら
」
で
第
43
回

甘
楽
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
な
お
、
高
学
年
団
体
の
部
で

「
仲
町
・
上
町
・
旭
町
子
ど
も
会

Ａ
」
が
優
勝
し
、
県
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
上
毛
か
る
た
」

競
技
県
大
会
出
場

　
２
月
４
日(

日)

前
橋
市
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
武
道
館
で
、
第
71
回

「
上
毛
か
る
た
」
競
技
県
大
会
が

開
催
さ
れ
、
甘
楽
郡
の
代
表
と
し

て
下
仁
田
町
か
ら
は
、
高
学
年
団

体
の
部
に
「
仲
町･

上
町
・
旭
町

子
ど
も
会
」
、
中
学
生
団
体
の
部

に
「
旭
町
子
ど
も
会
」
が
出
場
し

ま
し
た
。
高
学
年
団
体
に
参
加
し

た
「
仲
町･

上
町
・
旭
町
子
ど
も

会
」
は
善
戦
及
ば
ず
決
勝
リ
ー
グ

に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中

第43回甘楽郡子ども会上毛かるた大会当町入賞者
※優勝のみ県大会出場

低学年
の部

団体 3　位

準優勝

優　勝

準優勝

準優勝

仲町･上町・旭町子ども会

堀口　煉

仲町･上町・旭町子ども会Ａ

仲町･上町・旭町子ども会Ｂ

平栁　優太

団体

団体 優　勝 旭町子ども会

▲甘楽郡かるた大会下仁田町入賞者

▲中学生団体の部5位入賞（県大会）

個人

個人

高学年
の部

中学生
の部

第５4回下仁田町一周駅伝競走大会
下仁田支部優勝（１４回連続２２回目）
　１月２１日、新春恒例となった町一周駅伝競走大会が開催されました。穏やかな日差しの中、９時４５
分町長の号砲により西牧分館前をスタートした３２チームは、下仁田中学校のゴールを目指し沿道からの
大勢の声援を受け熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。      

１部優勝・・・・下仁田支部
２部優勝・・・・しののめ信用金庫
３部優勝・・・・中之条町陸上部

●１部とは…下仁田町５支部　●２部とは…クラブチーム及び職場チーム　●３部とは…オープン参加

成績一覧
区　　分
優　勝
準優勝
３　位
第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区

優　勝
準優勝
３　位

優　勝
準優勝
３　位

チーム名
下仁田支部
馬山支部
青倉支部
馬山支部
西牧支部
下仁田支部
馬山支部
下仁田支部
下仁田支部
馬山支部

しののめ信用金庫
群馬県信用組合野球部

チームＳ
チームＳ

しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
しののめ信用金庫
中之条町陸上部
碓氷クラブ

黒川陸上協議会

タイム
1時間52分23秒
1時間56分19秒
2時間03分32秒
13分20秒
18分27秒
17分37秒
14分29秒
16分27秒
11分46秒
16分44秒

1時間46分51秒
2時間05分25秒
2時間17分20秒
12分40秒
18分14秒
16分33秒
13分52秒
16分36秒
12分12秒
16分05秒

1時間35分12秒
1時間38分29秒
1時間42分04秒

選手名
―
―
―

石井陽翔
青木大也
佐藤　純
黒澤拓人
内田智之
黒澤　玲
岡野真士
―
―
―

岡野光汰
高山直樹
植原知之
内田篤史
須藤貴紀
都丸善生
栗原　崇
―
―
―

新記録

新記録

新記録

新記録
新記録

新記録

区
間
優
勝

第
１
部

第
２
部

第
３
部

区
間
優
勝

▲１部優勝　下仁田支部 ▲２部優勝　しののめ信用金庫

広
報しもにた

町の話題町の話題

学
生
団
体
に
出
場
し
た
「
旭
町
子

ど
も
会
」
は
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち

抜
き
、
決
勝
リ
ー
グ
で
見
事
第
５

位
に
な
り
ま
し
た
。
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月
3

の
納
税

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
税
の
お
忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座

の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

3
月
24
日（
土
）・3
月
25
日（
日
）

９
日（
金
）・19
日（
月
）・29
日（
木
）

で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
な
ど
に

よ
り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
火
）・20
日（
金
）・２6
日（
木
）

の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
４
月
２
日（
月
）で
す
。

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

1月届出分〈敬称略・順不同〉

人口
　男
　女
世帯

（　16）
（　 7）
（　 9）
（　 6）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,597人
3,761人
3,836人
3,324世帯

転入  5人/  出生 1人
転出  13人/  死亡 9人

（2月1日現在）

（1月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

市 川　祐　広　
黛　　 けさよ
市 川　マ　 ス
今 井　龍次郎
長 岡　賢　二
今 井　スエ子
佐 藤　ス　 エ

（祐　純）
（欣　司）
（遠田文子）
（洋　紀）
（正　美）
（安　弘）
（和　寛）

城　西
西野牧
大桑原
川　井
中小坂
栗　山
旭　町

地　区
ご出産おめでとうございます

牧 野　来 飛　（竜貴・静香）  蒔　田

（保護者）出　生　児

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
富 澤　忠 大　　（富岡市）
並 木　千 夏　　（西野牧）｛

らいと

早春の訪れを告げる福寿草と紅梅の花をおたのしみく
ださい。
●開催日　平成３０年２月18日から３月25日まで
　　　　　午前９時～午後４時
●協力費　大人300円　小学生100円
　　　　　小学生未満無料
●駐車場　有り（無料）
●問い合わせ　下仁田町観光協会　☎0274-67-7500

虻田福寿草の里（中小坂）虻田福寿草の里（中小坂）

地方創生関連の新施設が誕生します・・・・・・・・・・P4～P5
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12～P17
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P24～P27

地方創生関連の新施設が誕生します・・・・・・・・・・P4～P5
お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P12～P17
町の話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P24～P27下仁田町下仁田町

広
報しもにた
２０１８年

2 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

雅な時代を現代に伝える
ひな人形展

い ま

２０１８年

3
No743

月

Shimonita Pride in

受け継がれる文化と思い出

歴史館で開催中の「ひな人形展」
『世界遺産 荒船風穴』を持つ下仁田町。
養蚕業など多様な産業により大きく栄え
た大正期のひな人形をはじめ、当地に残る
逸品を展示中。（３月４日まで）


